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もっと早く、処女を奪っておけばよかった
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　やはり、自分などでは駄目だったのだ。

　王城のバルコニーで寄り添い合う男女を見て、七なな里さと美み佐さ――ミサはきゅっと唇を噛みしめた。

　大きな月を背景に見つめ合う男女は、まるで物語の主人公たちのように美しかった。地味で、平凡で、どこにでもいる庶民のひとりでしかないミサとは何もかもが違う。

　実際彼らは、この世界の主人公だ。

　ミサ自身も、この異世界に召喚されてから、自分がなんだか主人公のひとりになれたような気がしていた。しかし、それはただの錯覚で、うぬぼれでしかなかった。

　月の女神の化身のような女性が目を細める。

　金色の髪が絹のように靡なびき、月明かりを受けて艶々と輝いている。エメラルドの瞳がきらきらと煌めき、それを長い睫毛がくっきりと縁取っていた。

　彼女が纏う白のドレスが、そよ風を受けてはためく。ミサがいた日本とは白いドレスの意味合いが異なるから、さほど深い意味はないのだろう。でも、ミサにはそのドレスがウエディングドレスのように見えた。

　小さな唇は赤く色づき、白い肌だからこそ、その頬が桃色に染まっていることもよくわかる。

『あなたにすべてを捧げます』

　そんな彼女の想いがハッキリと聞こえて来そうな光景に、ミサの胸がひどく痛んだ。

　絶世の美女と名高い彼女の名はクリスティーネ。この国、アルヴェイト王国でも有数の力を持った貴族マルシャル家のご令嬢だ。そんな彼女に微笑まれて恋をしない男などいないと言わしめるほどの美貌。

　そして今、彼女の瞳は真っ直ぐに、目の前の人物に向けられていた。

　クリスティーネと対を成すほど美しい男性。夜の闇と同じ色の髪に、澄んだ湖のような深い蒼の瞳が、じっとクリスティーネを射抜いている。黒に深い群青の差し色が入ったコートがよく似合う。銀糸や、同じく銀のボタンが月光に淡く煌めいていた。

　レオンハルト・フォルスタ・アルヴェイトは、この国の王太子であり、同時に英雄でもあった。彼の横顔を見るだけで、ミサの胸にはこの一年のめくるめく思い出が駆け巡る。

　――そう、一年。

　ミサがこの世界に大聖女として召喚されて、それほどの時間が経っている。

　光や闇、火や水――数多の属性によって構成されるこの世界のバランスを崩すものがあった。それは〝黒こく蝕しょく〟と呼ばれ、属性を塗りつぶすのだ。

　動植物が侵されて魔物となり、人々の生活を脅かす。そしてその黒蝕を払うのが聖女の役割であった。

　聖女というのは、特別な神力を操ることのできる存在である。その才能は、この世界でもほんのひと握りの女性にしか授けられることはない。

　ある日、大災害とも言える大きな黒蝕が起こった。この世界の聖女たちがどれだけ奔走しても、黒蝕の侵蝕速度に追いつかない。

　そこでこの世界の人々は、異世界から大聖女を召喚することを決めた。どういうわけか、異世界から呼び出した聖女には、この世界で生まれた聖女の何十倍――いや、何百倍もの神力が宿っているらしい。

　だからミサは大聖女として、一年もの間、この世界を塗りつぶす黒蝕を払うために奔走してきたというわけだ。

　この世界にはじめて召喚されたとき、すぐにミサは使命感に燃えた。両親や兄弟とも仲がよく、温かな家庭で真っ直ぐ育ったミサは、素直な気質を持っていた。

　正直、命を賭けて戦うのは怖かったし、元の世界に帰りたい気持ちも強かった。しかし、大災害を目の前にして、生きるか死ぬかの瀬戸際にいる人たちを放っておけるような性格ではなかった。

　そしてレオンハルトは、ミサの一番近くで共に戦ってくれた仲間だった。一国の王太子という身分であったにもかかわらず、率先してミサのために動いてくれた。

　ミサが、そんな彼の存在を誰よりも深く想うようになったのは当然のことだった。

　世界中を旅して、黒蝕を払い続けた。

　そしてとうとうアルヴェイト王国へ帰ってきたのだ。今宵は言わば凱旋記念の夜会だ。

『ミサ、君に頼みがあるんだ』

　レオンハルトは言っていた。

『今夜、君の時間をくれないか。どうしても君に伝えたいことがある』

　そのときの熱っぽい眼差し。期待しなかったと言えば嘘だ。

　自分と彼の立場の違いから、互いに近付きすぎないようにしていたけれど、ミサは少なからず彼のことを想っていたし、おそらく彼も――と思う。

（もし、レオが、私のことを好きって言ってくれたら）

　一生ものの恋だと思っていた。

　もちろん、彼との恋が成就するなんて期待していなかった。だって、彼は王太子だ。あまりに身分が違う。

　それにミサだって、元の世界に残してきたものが多すぎる。だから彼との恋を一生の思い出にして頑張ろうと、自分に言い聞かせてきた。

　でも、もし彼がミサに好きだとハッキリと口にしてくれたら？

　馬鹿な妄想だとわかっていたけれど、その期待を捨てきれなかった。

　旅は想像以上に苛酷だったけれど、彼との思い出は薄明かりの中にきらりと輝く光芒のように、ミサの中に残り続けている。

　それでも、いよいよ別れの時が迫ってきていることも自覚していた。

　聖女としての力をつけていく過程で、召喚の仕組みについても理解できた。あれには強い神力が必要で、大聖女の資質を持つミサなら、いつでも元の世界へ戻れることもわかった。

　向こうには待っている人がいる。ミサは帰らなければいけない。

　もしかしたら、ゆっくり話せるのもこれが最後になるかもしれない。それくらい、ちゃんとわかっているけれど――。

　ミサはどこかふわふわした気持ちで、レオンハルトの待つバルコニーに向かった。

　――なのに。

　今、目にしている光景はなんだろうか。

「殿下、嬉しゅうございます」

　クリスティーネがレオンハルトにしな垂れかかる。

「殿下がわたくしの元に戻ってきてくださって。わたくし、あなた様のことが心配で――」

「クリスティーネ、――――」

　何かを告げながら、レオンハルトが彼女の細い肩に手を置いた。

　彼の声は風にかき消されてしまったけれど、レオンハルトがクリスティーネを抱き寄せているようにしか見えない。

　クリスティーネも感極まった様子でエメラルドの瞳を潤め、彼に寄り添う。美しい月の光を浴びたふたりが、相思相愛の恋人同士を描く絵画のように見えた。

「――――でください、殿下。だって、わたくしたち」

　嫌な予感がした。囁き合うふたりを目にしながら、ミサは後ずさる。

「婚約者同士ではありませんの」

　ああ、ミサが甘かったのだ。

　彼の気持ちは仄ほのかにわかっているような気がしたけれど、それはあくまでミサの勝手な願望でしかなかった。どうしようもない夢見がちな乙女であることを思い知らされただけだ。

　所詮ミサは、異世界から呼び出されただけの異分子。日本ではどこにでもいる一般人でしかない。

　対する彼らは物語の主人公たちだ。ミサが入り込む隙なんてどこにもない。それを思い知らされ、ミサは彼らに背を向ける。

　今のミサにレオンハルトの話を聞く余裕なんてどこにもなかった。

　ミサは走った。驚く貴族たちの間をすり抜け、会場を後にする。ひとり薄暗い回廊に辿り着いたときには、息が上がっていた。

　胸が早鐘を打つ。感じたことのない痛みに、胸の前で拳を握りしめた。

（これで――これでいいのよ）

　約束を破って逃げ出してしまった。

　きっとレオンハルトは怒るだろう。でも、勘違いした愚か者には相応しい末路だ。

（最初からわかっていたじゃない。成就するはずのない恋だって）

　もしかしたら、なんて甘い妄想を抱いていた自分が悪い。

　ミサの恋はここで終わってしまったけれど、これでいい。ミサは弁えている。想い合う婚約者同士の間に入るつもりなどない。

　いや、単純にレオンハルトの顔が見られそうにないのだ。

（今の私の力があれば、いつでも元の世界に戻れる）

　そうしたら、そこでおしまいにできる。

　この恋に先はない。全部、綺麗さっぱり忘れられるはず。

（――今が、いちばん、痛い）

　だから、これ以上傷つくことなどない。

　ミサは瞳を閉じ、胸元のネックレスに手を触れた。

　ペンダントトップには深い湖の蒼をした魔石がついている。大好きなレオンハルトの瞳と同じ色だ。旅の中で、たくさん貴重な魔石を手に入れてきたけれど、彼の瞳に似たこの魔石が一番のお気に入りだった。

　その魔石を手に入れたとき、ミサがあまりに喜んだから、レオンハルトがネックレスにしてくれたのだ。その日から、このネックレスがミサの宝物だった。

　まん丸のそれを手のひらに握り込み、魔力を通す。ふわりと輝く魔石に向かって、囁きかけた。

「これまでありがとう。レオ、あなたの幸せを願っているわ。――さようなら」

　涙声にならないように必死で耐えた。無理に口角を上げて、明るい声に聞こえるように精一杯取り繕った。

　大丈夫。自分は泣いていない。これは、レオンハルトの未来のために必要なサヨナラだ。

　震える手で魔石を握りしめ、意識を集中させる。

　ミサの恋は終わった。だから、元の世界へ帰るのだ。レオンハルトのことを忘れるために。

　ミサのことを包み込む白い光が、薄暗い回廊を眩く照らした。

　なんだなんだと、ざわめく人たちが回廊に駆けつける。

　そこには蒼い湖の色をした魔石がひとつ、ころんと転がっているだけだった。
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　あまりに濃くて、どうしても夢だと思えなかった夢から醒めて一年。

　どういった時空の歪みがあったのか、向こうでの一年はこちらではわずか五日。丁度大学の夏休みと重なっていたこともあり、ミサは本当にひっそりと、何事もなく日常生活に戻った。いや、戻ってしまった。

　あれだけ濃厚な一年間が、わずか五日でしかなかったことは、ミサの心にぽっかりと穴をあけた。

　命を賭けて、一生ものの恋をしたはずなのに、それが全部なかったことにされてしまったような気持ちだ。あれは夢だったのだと自分に言い聞かせることも辛くて、ミサは空虚な気持ちを抱えたまま、日々を過ごしていく。

　やがてミサは大学を卒業し、希望していた会社に無事就職した。再び夏になる頃には仕事にも慣れ、日々忙しく走り回っていた。

　真面目で朗らかな性格のミサは、すぐに周囲に溶け込めた。先輩や同期たちも気さくで、仕事に打ちこむのはなかなかに楽しかった。そうすることで、あの日々を忘れられる。そんな気がしていた。

「七里さんは、彼氏とか作らないの？」

　なんてことを聞かれることもしばしば。けれどミサは困ったように笑うだけ。

　今でもレオンハルトのことを思い出す。とっくに終わった恋だけれど、彼の存在がミサの心に焼き付いて離れない。

　結局世界を跨いでも、一年もの間、この恋は終わらなかった。

「えーっと、今はあんまり興味持てなくて」

「へえ。七里さん、なんだか達観してる」

　達観しているというよりも、忘れられないだけだ。胸の奥に刺さって抜けない棘のように、あの日々がミサを縛り続けている。

　自分からこの世界に帰ってきてしまったのに、やっぱり寂しい。

　――だからなのか。

　それは突然のことだった。

　その日の夜、帰宅しようと会社を出た瞬間、街の風景が一変した。

　景色がぐにゃりと揺れ、身体の中が掻き回されるような感覚に襲われる。

　この感覚には覚えがあった。

　まさか、と思った時にはもう遅い。次の瞬間には、いつか見たときと同じ光景が目の前に広がっていた。

　冷たい風がミサの髪を攫った。

　曇天の下、石造りの建物の屋上にミサはいる。遠くに見える山々に、まるで映画の中で見る中世ヨーロッパのような街並み。物々しい城壁に囲まれた、世界きっての大都市。見覚えのある景色に、ミサは息を呑む。

　足元には、大きな魔法陣が描かれていた。ミサは、それが聖女たちが祈りを込めて描いたものだと知っている。

（まさか、ここは――）

　目の前の景色が、一年前に見たものと重なった。

「見ろ！　ミサ様！　ミサ様だ!!　お姿が変わっておられない！」

「再召喚が成功したっ！　なんとめでたい！」

「やりましたな、救きゅう世せい王おう!!」

　救世王？　とミサは瞬き、すぐにハッとする。

　そう。以前見ていた光景と全く同じのはずだった。

　アルヴェイト王国王都ツェルナーにある王城の屋上。ローブや鎧等、ファンタジー映画やゲームの中の人が着ているような服を纏った人々が集まっている。自分とは言語も全く異なるのに、ミサには彼らの言葉が理解できた。

　はじめて聖女として召喚されたあのときを再現しているかのようだ。

　ただ、当時と同じように沸きたつ人の中で、たったひとり、あきらかに雰囲気の異なる人物が立っていた。

　以前はレオンハルトがいた場所だ。

　彼が救世王と呼ばれた人物だろうか。ミサの視線をとらえて離さない。

　年齢は三十半ばくらいで、見たこともない色彩の髪をしている。襟足は長く、あまり整えていないのか、外はねのクセをそのままに伸ばしっぱなしだ。

　それが、鋼のようと言えばいいのだろうか。青みがかった黒髪の一部だけが、色が抜けて白く変色してしまっている。元々ミサの世界の人と体の作りが違うからか、それが不思議なグラデーションに見えた。

　彫りが深く、意志の強そうな眉に切れ長の瞳が印象的だ。

　湖を凍らせたような蒼い瞳。とても冷たい印象の瞳がミサを睨みつけている。眉間にたっぷりと皺を寄せたまま、彼はこちらを見定めていた。

　黒く厳ついコートを身に纏う彼は、険しい雰囲気も相まって、まるで魔王か軍神のように見えた。周囲には救世王と呼ばれていたけれど、その呼び名との印象が乖離している。

　どう考えても、ここはアルヴェイト王国王都ツェルナーにある王城。それなのに、そこの主と考えられる目の前の人物が、見たこともない人間であることは、少なからずミサを動揺させた。

　だって、以前の国王の顔はハッキリと覚えている。たとえ代替わりしたとしても、王太子はあのレオンハルトだ。彼が国王になっているはずなのに。

「ミサか？」

　掠れた声で名前を呼ばれ、ハッとした。どこか懐かしいような、誰かと重なる声だ。まさかと思うも、ミサはその考えを自ら否定した。

　だって、記憶の中のあの人とは違う。目の前の男性の声はもっと深く、重たい。

　見た目だって別人だ。レオンハルトよりも十歳くらい年上に見えるし、何よりも雰囲気が全然違う。

　レオンハルトはもっと朗らかで爽やかな印象の、いかにも王子さま然とした青年だった。それに対して、目の前の彼はどこか厳つい偉丈夫で、懐疑的な目をこちらに向けている。

　日ごろから常に厳しい表情をしているのか、眉間の皺が消えることはなく、その鋭い視線が突き刺さった。

　でも、なぜだろう。胸の奥に灯る、もしかしてという思いが消えない。己の身体をかき抱きながら、ミサは震える唇に力を込め、どうにか訊ねた。

「あなたは？」

　その問いかけに、男は目を細めた。

　最初にミサの名前を呼んだきり、言葉を発しない。

　男は大股で闊かっ歩ぽしてきたかと思うと、ミサを強く抱き寄せる。次の瞬間には、ミサの視界は高くなっており、彼に抱き上げられたのだと理解した。

　突然のことで、反応できなかった。逞しい二の腕でがっちりと横抱きされ、ミサの心臓が大きく鼓動する。すぐそこに男の顔があり、ミサは目を見開いた。

（似ている）

　顔だちが、とても。

　目は落ち窪み、ギラギラとした印象になっている。しかし、元はくっきりとした綺麗な造作だ。鼻筋がスッと通り、薄い唇は形がいい。

　まるで映画俳優のように非の打ち所のない美丈夫だったレオンハルト。そんな彼が歳を取った姿にも思えて、釘付けになってしまった。

　心音が低く鳴りひびいた。どくん、どくん、とその拍動は大きくなる。

「――レオ？」

　懐かしい愛称だ。ふとこぼれ落ちたその名に、男の肩が震えた。目をカッと見開き、男の表情がいっそう険しくなる。

　しかしそれ以上何かを語ることはない。彼はミサを抱き上げたまま、周囲の人々を置いて颯爽と城の中へと入っていった。

　城内に入るなり、ミサは息を呑んだ。だって、中は変わっていない。かつてミサも歩いたことのある王城に間違いがない。

　石造りの廊下には魔法により明かりが灯されており、かなり明るい。重厚な装飾品やタペストリー、絵画が掛けられ、荘厳な雰囲気だ。ただ、やはり男が向かっている先がどうにも気にかかる。

　最上階の最奥。そこは、確か国王の私室ではなかっただろうか。

　冷たい汗が流れた。救世王と呼ばれる目の前の男性と、かつて王太子だったレオンハルトの姿がどうしても重なる。

「やっぱり、あなたがレオなの？」

　彼の表情がますます強張った。でも沈黙が答えのような気がした。

　近衛騎士たちに止められることもなく、彼が部屋の扉をくぐったそのとき、ミサは確信を持って呟いた。

「レオ、なのね」

　バタンと扉が閉められる。外の世界と遮断され、ミサと男のふたりだけになった。

　レオンハルトと思わしき男は、後ろ手で魔法鍵をかけた。居間をつっきり、彼はさらに奥へと歩いていく。

　辿り着いた先の寝室で、どさりと下ろされたのは大きなベッドの上だ。さすが王と言うべきなのだろうか、見たことのないほどに大きなベッドは天蓋で囲まれており、ふかふかとした感触にミサの身体が沈む。

　男はミサの上に覆いかぶさるようにして、顔を寄せてくる。

「――十年」

　低い声だった。

　腹の底から絞り出すような重たい声に、ミサは震えた。

「十年、君を探した」

　愕然とした。

「十年……？」

　その途方もない年月に、ミサは絶句する。

　ミサにとって、レオンハルトとサヨナラしてからの一年がどれほど長かったか。

　心が空っぽになって、でもそれでは駄目だからと無理に予定を詰め込んで、毎日忙しくしていた。そうすることで気を紛らわせることができたからだ。でなければ、寂しくてどうにかなってしまいそうだった。

　世界を隔てることで、完全に終わりになったはずの恋。でも、消えることのない想いに感情をかき乱されて、結局彼のことを忘れられなかった。

　それが、十年。

　目の前の男の眼光は鋭いが、どこかやつれている。前髪がはらりと落ち、男の顔に暗影を落とした。前髪から覗く落ち窪んだ目。瞳に宿す光はギラギラとしており、強烈な飢えを思わせる。

　背中から震えが湧き起こり、ミサはズルズルと身体を後ろに引きずった。

「こちらでは、十年も経っていた？」

　やはり、この世界と元の世界では、時間の経過が捻れている。その事実がようやく繋がって、ミサは浅く息をした。

（嘘だ。そんなの、ありえない。でも――）

　はっは、と短く息を吐きながら、自分に迫る男の顔を見る。

　再び、男とかつてのレオンハルトの顔が重なる。そして、その重なりはもう、否定しようがなかった。目の前の男は正しくレオンハルトで、ミサがサヨナラしてから十年もの時が流れてしまっているらしい。

　戸惑いの前に、恐怖が来た。

　――十年もの時間をかけて、どうしてミサを召喚したのだろう。

　レオンハルトの表情は依然険しかった。顔の筋肉が強張って、上手く表情が作れないらしい。十年という時間を十分に感じさせる、どこか摩耗した表情。そこに、ひとつの可能性を考える。

「まさか、また黒蝕が？」

　大聖女の力が必要になったということなのだろうか。ならば、すぐに外の様子を見に行かなければ。

　ベッドから下りようとするも、すぐに阻まれる。

「っ!?　レオ、何するのっ!?」

　強く手首を掴まれた。まるでベッドに縫いつけるように、もう一方の手首も掴まれ、身体を固定された。

「った！　痛い！」

　ギリギリと力が込められ、骨に響く。

　乱暴さを感じる強引な拘束に、ミサはふるふると首を横に振る。

「私を召喚したってことは、大聖女としての力が必要なのでしょう？　協力するから、早く――っ!?」

　最後まで言い切ることは叶わなかった。彼にがぶりと噛みつかれるようなキスをされ、言葉を発することができなくなってしまったからだ。

　頭が真っ白になり、ミサは固まった。だって、こんなの、ありえない。あってはいけない。そう思うのに――。

　彼は変わってしまった。

　十年という時間の中で、こうも歪いびつに。

「っ、んん……っ」

　レオンハルトは強引に唇をこじ開け、舌をねじ込んでくる。熱い舌が口内をかき混ぜながら、ミサの舌を探し出した。

　やがて、獲物を見つけたとばかりに絡め取る。くちゅりと音を立てながら、嬲なぶるような深いキスをされる。

（うそ……）

　いつか、彼とキスをするのを夢見ていた。

　彼と毎日顔を合わせていたころ。旅は苛酷だったけれど、そうしたふわふわした夢想に思いを馳せるのが楽しかった。

　でも、夢にまで見たそのキスが、こんなにも苦い。

　呼吸する余裕もなく、バンバンと彼の胸を叩く。なのに彼は離れるつもりなどないらしく、もっと深く貪るだけ。苦しくて涙目になったところで、ようやくわずかに唇を離してくれる。

「っ、っ、っ……！」

　混乱して、呼吸もままならない。滲む視界の向こうで、レオンハルトが厳しい目を向けてくるのがわかった。

　わずかな息継ぎの後、再び彼が唇を重ねてくる。もう一度舌を絡め合い、ぐちゃぐちゃにかき混ぜられる。

　絡みつく熱が全身に伝わり、瞬く間に身体中が火照っていく。

　レオンハルトは大きな手をミサの身体に這わせた。スカートを捲り上げ、太腿に手を滑らせる。彼にとっては異文化であるらしいストッキングの感触に片眉を上げるも、あっという間に引き裂いてしまう。

　ビリビリと音を立てながらストッキングが伝線していくのを、ミサは震えながら聞いていた。さらにもう片方の手で、彼はブラウスのボタンを外していく。

　ここまでくると、彼が何をしようとしているのかなんて明白だ。だからこそ、ミサは必死で抵抗する。少しでも彼と距離を取ろうとするも、のしかかられてしまっては上手くいかない。

「っ、やめて、レオ！」

　わずかに唇が離れ、そう叫ぶ。しかし、ミサの懇願は聞きいれられることなどない。

　彼は一切手を緩めなかった。荒く息を吐きながら、ブラウスの合間に大きな手を滑り込ませる。下着の上から胸を揉み拉しだかれ、ミサの身体がビクンと大きく跳ねた。

（なんで？　どうして、こんな――）

　レオンハルトの瞳。まるで責めるような色をしたそれにミサは恐怖した。胸の奥のもやもやが大きく膨らみ、どうにかこうにか彼から唇を離した。

「レオには、クリスティーネ様が！」

　そうだ。このようなこと、許されるはずがない。

　十年前、すでにクリスティーネと婚約者同士だったとしたら、もう結婚しているはず。相手がいるのに、他の女性を抱くなんてありえない。

「クリスティーネ？」

　瞬間、彼の手がぴたりと止まった。氷の色をした深い蒼の瞳が、ほの暗く光る。

　彼の心が杳よう然ぜんとして見えない。ミサはきゅっと唇を引き結び、彼を必死で見つめた。

「そうよ、駄目よ。お妃様が、いるのでしょう？　なのに、こんな」

　声が震えた。自ら訊ねておきながら、耳を塞ぎたい。

　本当は真実を聞くことすら憚られる。彼が結婚しているなど、ミサにとって知りたくない事実だ。

　いくら変わってしまったとて、目の前にいたら否が応でも思い知らされる。胸が痛んで仕方がないのは、今でもやっぱりレオンハルトが好きだからだ。

　強引に組み敷かれ、恐ろしくもある。けれど、この腕に強く抱きしめられ、胸の高鳴りも抑えきれない。

　こんな倫理に反することで、喜んではいけないとわかっている。それでも、泣きたくなるほどの喜びが交じってしまう自分に吐きそうになった。

（私、最低だ）

　――かつて、レオンハルトの話を聞くのが恐ろしくて逃げたくせに。

　――今も、クリスティーネという人がいることも知っているのに。

　――そして、こんなにも彼自身に恐怖しているというのに。

　この胸の奥に宿る熱を意識し、どうしようもなくなる。

　だからこれは、自分自身へのブレーキだ。彼にはクリスティーネがいる。流されてはいけない。彼に罪を犯させてはいけない。そう自身に言い聞かせるために、彼女の名前を出した。

「妃？」

　暗く、あまりに重い声が返ってきて、ミサは唇を噛みしめる。

　ミサの言葉に、レオンハルトは逡巡するように視線を彷徨わせ、すぐに鼻で笑い飛ばした。

「あの女が？」

　嘲笑するような色がありながらも、底冷えのするような声だった。

「馬鹿にしてくれたものだな。君は、俺があんな女を選ぶなどと思っていたのか？」

　そう言い切った彼は、口を一文字に引き結んだ。乾いた笑みなど一瞬で消えてしまった。代わりに、彼の睨みつける目が険しくなる。

（クリスティーネ様とは結ばれていない？　だったら、レオは――）

　深く考えられる余裕などなかった。彼の手はあまりに性急で、ミサの意識などすぐにそちらに支配されてしまう。

　破れたストッキングもショーツも剥ぎ取られ、大事な部分が晒される。逃げ腰になるも、縫いとめるようにのしかかられてはどうすることもできない。

　レオンハルトは一切の迷いなく、露わになった秘所に手を伸ばした。割れ目をなぞった瞬間、ビリリとした感覚がミサの全身を襲う。

「ゃ、ぁぁんっ！」

　緊張した身体にはその刺激で十分だった。触れられるだけで甘い痺れに身体が跳ね、嬌声を上げる。

　結局二十三になっても、彼氏なんて存在はできなかった。だから誰かにそこを触れられるのもはじめてだ。しかも触れているのがレオンハルトなのだ。恐怖と戸惑いが膨らみつつも、奥に湧き起こる甘い欲を否定できない。

　しかしミサの感情なんて彼には関係ないのだろう。甘さの欠片もない厳しい表情で、淡々と告げる。

「君は随分と淫乱だったのだな。この世界に再召喚されたということは、まだ処女のようだが」

「え？」

　どうしてそれを、とミサは目を丸くした。しかしミサの反応など無視して、レオンハルトの指がミサの蜜壷につぷりと侵入を果たす。想い人に触れられているだけですっかりと火照ったミサの身体は、はじめてだと思えないくらいすんなりと彼の指を受け入れた。

「もう、濡れている」

　言葉とは裏腹に、底冷えするような低い声色だった。背筋が凍りつき、ミサは息を呑む。

　けれども、彼の言葉を否定することなどできなかった。事実、ミサの蜜壷は確かに彼の愛撫に反応し、しっとりと潤んでいる。

「っ、んん」

　狭いながらも滑りがいい。彼の指は乱暴だが、痺れるような感覚にミサは身を捩らせる。彼が与える刺激を享受するのが恐ろしくて、涙目になりながら腰を引こうとした。

　けれどもレオンハルトは逃がす気などないらしい。がっちり覆いかぶさり、ミサの身体のあちこちに唇を落としていく。

　ちう、と胸元を強く吸われ、ミサはたじろいだ。ミサの白い肌に赤い華が散る。

　その赤を確認したレオンハルトが軽く息をついたのも束の間、すぐに表情は険しいものに戻ってしまう。まるでミサが己の所有物であるかのようにいくつもの華を落としていった。

「こうも強引にされて、感じているんだな。随分とよさそうだ」

　カリッと、彼が乳房の頂を甘噛みした。ツンと反り勃った先端が、彼の与える刺激に反応する。痺れは甘さとなり、ミサの身体を駆け抜けた。

「んんっ」

　ビクンッ、とミサの身体が跳ねた。それに気をよくしたらしいレオンハルトは、容赦なくミサの身体を拓いていく。

　いつしか蜜壷を暴く指は二本に増えていた。両方の指をバラバラに動かし、隘あい路ろを押しひらく。同時に親指で、いまだ隠れた花芽を捏こねると、ますます強い刺激がミサを支配する。

「ひゃ、ぁ、ぁ……」

「いい反応だ。これならば御しやすそうだな」

　余裕がないミサを見下ろしながら、レオンハルトは口の端を上げる。片方の手で己のコートを脱ぎ捨て、タイを緩める。首元のボタンをいくつか外すと、シャツの上からでも彼の見事な肉体が見て取れた。

　彫刻のような、とはこういうことを言うのだろう。引き締まった肉体を均整の取れたしっとりとした筋肉が覆っている。十年前ともまた雰囲気が違う。より無駄をそぎ落とした、磨かれた肉体とも言えようか。

　ただ、それ以上彼は脱ぐつもりはないようだ。シャツの内側に何かネックレスのようなものをしているのか、チェーンが揺れるのが見えた。つい、それを目で追うも、すぐにハッとする。

　彼の拘束が緩んだ今だ。

　ミサは慌てて彼の下からすり抜けた。ズルズルと後ろに身体を引きずり、彼と距離を取る。しかし、いくら広いといえど、所詮ベッドの上だ。ベッドボードに背中を打ち、ミサは唇を噛みしめる。

（やっぱり、こんなの駄目よ。私にとっても、彼にとっても――）

　レオンハルトのことが大切だからこそ、安易にこんな行為をするべきでない。せめて、何か事情を話してほしい。

　十年の間に何があったの？　どうしてこんな強引なことをするの？　色々な疑問が浮かんでくるも、上手く言葉にできず言い淀む。唯一できる抵抗が、ただただレオンハルトを睨みつけることだけだった。

　自分の身を護るための魔法を編もうとするも、どうしても上手く編み上げられない。震えて歯が噛みあわず、カチカチと音を立てながら、どうにか彼に訴えかけた。

「嫌よ。――やめて」

　言葉にできたのは、そのひと言だけ。

　でも、彼を怒らせるには十分だったらしい。かろうじて漂いはじめていた甘い空気の欠片が霧散する。凍りつくような蒼い瞳が、怒りを孕んでミサを捉えた。

「君は――」

「きゃっ！」

　鬼気迫る表情で、足首を掴まれた。そのままベッドの中央へ引き戻され、がっちりと組み敷かれる。

「やはり、俺を拒むのか」

「え？」

　怒りの中にわずかに滲む感情に、ミサは戸惑った。一瞬、彼が落胆したように瞳を震わせたからだ。

　困惑するも、すぐに思考が引き戻される。彼は片手で器用にベルトを外し、トラウザーズの前をくつろげる。取り出された彼の男根を目にしたミサは、言葉を失った。

　そそり勃った彼の男根。それはあまりに太く、反り返っている。ボコボコとした血管が浮き出ており、ミサの想像を遥かに超える大きさだった。

　緊張で身体が強張るも、彼はそれを恐怖からくるものだと受け取ったらしい。逃がさないと言わんばかりに、きつく睨みつけてくる。

「遠慮をしていた俺が馬鹿だった」

　それはいつの話をしているのだろうか。

（今？　それとも――）

　十年前のあの光景を思い出す。

　月の光を浴びながら、バルコニーで寄り添うふたり。美しい男女が想い合うあの姿が、ずっとミサの胸の奥に突き刺さっている。

　ミサは動揺で震えた。そんなミサを見下ろしながら、彼は嘲笑するかのように喉の奥で笑う。けれど、すぐさま目が据わり、絞り出すように声を漏らした。

「――もっと早く、処女を奪っておけばよかった」

　あまりに低い声だった。

　その言葉の意味を考える前に、身体が自然と逃げようと動く。身体を捻って四つん這いになったところで腰を掴まれて、ずどんと鈍い衝撃が腹の奥へと響く。

　彼は一切の容赦なく、背後からミサのナカを貫いたのだ。破瓜の痛みに喘ぐ余裕もなく、激しい衝撃に襲われる。

「っ！」

　身体がのけ反るも、がっちりと腰を固定されたら逃げることなどできない。後から鈍い痛みが追いかけてきて、ミサは声にならない声を上げる。

「あぁん！」

　潤みを帯びはじめていた膣内が、隅々まで愛液を擦り付けるかのようにぐりぐりとかき混ぜられた。

「ぁ、ぁん……っ」

　彼の与える刺激が次々と襲ってくる。慣れない感覚が恐ろしくて前に逃げようとするも叶わない。激しい抽送が容赦なくミサを襲う。
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　徐々に滑りがよくなってきたことに気をよくしたのか、彼はギリギリまで己のモノを引き抜き、一気に打ちつけた。

「ああ！」

　重たい衝撃がミサの身体を襲い、嬌声を上げる。

「この痛みをよく覚えておけ。君をこの世界に繋ぎ止める痛みをな」

　レオンハルトの言葉の意味がよくわからない。けれども何度も激しく穿うがたれ、考えがまとまらない。

「優しい男に徹していた俺が馬鹿だった。君がいなくなって、俺がどれほど――」

「ま、っ、なんの、話……っ」

　途切れ途切れに訊ねるも、彼は嘲笑するように息を吐くだけ。

　獣のようなまぐわいに、ミサはまともに意識を保っていられなくなる。このまま堕ちるのが怖くて衝撃を逃がそうと身体を捩るも、彼は余計に躍起になるだけだ。

「逃げようと思っても無駄だ。もう、絶対に離さない」

　抽送は段々と速くなってくる。何度も何度も肌がぶつかり合う音が響く。そのうちに、淫らな水音が響きはじめ、ミサは甘い息を漏らした。

「んぁ……は、あ……っ」

　ずっと鈍い痺れが支配していたはずなのに、それが別のものに変わりはじめている。

　ミサの頬は赤く染まり、小さな唇ではくはくと喘ぐ。

「ぁ、ぁ……レオ」

　ねだるような声が漏れたところで、レオンハルトが喉の奥で笑った。

「かの大聖女はこうも淫乱だったか。強引に暴かれるのが好きなのか？　なるほど――ならば、俺も遠慮する必要はないな」

「ぁ……あああん！」

　レオンハルトの方は余裕が出てきたのか、どこか上機嫌だ。ただ、動きを緩めるつもりはないのか、貪るようにミサを穿ち続ける。

　激しすぎる抽送に、ミサの意識がたちまち弾けそうになった。大きな波に攫われそうになるのが怖くて身体を縮こめるも、彼は腰を打ちつけるのを止めてくれない。

「くっ……」

　ぽたりと、彼の汗が落ちてきた。

　余裕があるように見えても、彼も必死なのかもしれない。溢れ出た吐息は甘さが滲んでいたが、すぐにそれを別の感情で覆い隠そうとする。

「今度こそは逃がさない、絶対に」

　冷たい声色で。

　まるで確定事項のように宣言する。

「未来永劫、君は俺のものだ……っ」

　くっ、と、彼も苦しそうに息を漏らしながら、ミサの身体を後ろから強く抱きしめる。そのまま精を、ミサの最奥に容赦なく吐き出した。

　腹の奥に熱いモノが叩きつけられ、ミサは喘ぐ。同時に快楽が全身を駆け巡った。意識が波に攫われるような感覚に襲われ、のけ反る。

　彼の熱を感じつつも、やがてミサの意識は真っ白に塗りつぶされてしまった。

















第二章　あなたの気持ちが見えない












　レオンハルト・フォルスタ・アルヴェイトは、かつて英雄王子と持てはやされ、国内外に勇名を轟かせていたこの世界の救世主だ。二十七歳で王となり、救世王と呼ばれるようになった。

　当時、すでにそんな呼び名は相応しくないと自覚していたのに。

（実に滑稽なものだ）

　己の腕の中で崩れ落ちるミサを見下ろして、レオンハルトは重い息を吐く。

（中身は魔物とそう変わらん。ただのケダモノに成り果てたと言うのにな）

　かつて愛した女を強引に抱き潰す鬼畜だ。説明を求める彼女の主張を無視して、その身体に教え込んだ。

　憎まれる覚悟など、とっくにできていた。だって、彼女が見捨てたこの世界に、レオンハルト個人の欲望で引き戻したのだ。

　彼女以外にレオンハルトの渇望を満たすことができる存在はいない。レオンハルトが唯一諦めきれなかった存在がミサだった。そんなミサの気持ちを無視して、彼女を自分の元へ縛ることを決めた。

　――十年前。

　長い長い旅の終着点。凱旋記念の夜会の日に、ミサの時間がほしいと告げ、彼女も頷いてくれたはずだ。そこでレオンハルトは彼女に告白するつもりだった。

　長い片想いだった。――いや、彼女の気持ちは知っているつもりだったから、両片想いだと思い込んでいたのか。

　今思い返すと随分と滑稽なことだが、あのときのレオンハルトは浮かれていた。

　自分がこの国アルヴェイト王国の王太子であることは理解しつつも、いつしか、ミサと一緒になる未来を夢想し続けた。

　ミサは大聖女という唯一無二の称号もあるし、世界を救ったという大きな実績ができた。文句を言う貴族など、黙らせてしまえばいい。

　レオンハルトは、旅をしているときからずっと、すべてが終わったら、彼女を妃にするつもりだったのだ。

（――だが、俺は詰めが甘かった）

　彼女への告白を旅の終着点まで遅らせたのは、ひとえに聖女の持つ性質のためである。

　ミサ本人には伝えぬようにしていたが、聖女は処女でなければいけない。そうでなければ、聖女特有の神力が失われてしまうからだ。

　レオンハルトも男だ。彼女と想いを通じあわせたら、我慢できなくなる自覚があった。だからあえて想いを告げず、距離を保ち続けてきた。

　一年という時間を、彼女にピッタリと寄り添って過ごし、たったひとりの男も近寄らせなかった。笑ってしまうくらい必死に、レオンハルトは他の男たちを排除するのに躍起になった。

　裏で数々の苦労を重ねた分、彼女は素直な愛情をレオンハルトに向けてくれたと思い込んでいた。そしてそれは、ひねくれ者だったレオンハルトの心を浮かれさせるのに十分だった。

　そうしてようやく、旅を終えて、いよいよ彼女を手に入れられると思ったのに。

　――彼女の姿が忽然と消えたのだ。

　最初は彼女が高位貴族に陥れられたと考えた。あの夜、クリスティーネを使ってマルシャル家がレオンハルトを絡め取ろうとしたことは明白だったし、ミサにも同様に、何かしようとしたのではと考えたからだ。

　実際、マルシャル家を調べたところ、彼らが陰でミサを陥れようと二重、三重の罠を張っていたことが判明した。だからレオンハルトは、ミサを陥れようと画策していた貴族たちを徹底的に洗い出し、断罪した。

　それでもミサは見つからなかった。

　唯一見つかったのが、彼女が大切にしていた青い魔石がついたネックレスで――。

「…………っ」

　――そこでレオンハルトは、自らの回想を打ち切った。その先の記憶は、思い出すだけで心が凍りつきそうになる。

　己の胸に手を当て、気持ちを切り替えるために深く息をついた。

　額に汗を浮かべたまま、すっかり眠りに落ちてしまったミサの頬に手を当てる。頬はいまだに上気して、情事の後の色を残している。それだけで、もう一度彼女を堪能したくなるから困りものだ。

　胸の奥に疼く、苦い感情。ようやく彼女を手に入れたという気持ちと、深い罪悪感。そしてそれを塗りつぶすかのような黒い感情をどうにかしまい込み、キスをする。その柔らかな感触にぐずぐずと燻るような感情を覚えつつも、レオンハルトは顔を上げた。

（そろそろ外に顔を出さねば、騒ぐ者も出てくるか）

　十年間ですっかりと色の抜けた髪を掻き上げながら、レオンハルトはガウンを羽織った。どうしても名残惜しく、もう一度だけ振り返り、寝入った彼女の姿を目に焼き付けて、寝室の外に出る。

「ようやく出ていらっしゃった。少しは満足――できてないみたいですね」

　居間に出るなり、見慣れた男と目が合って片眉を上げる。

「おっと。そんな怖い顔しないでくださいよ。これまで、散々貴族たちが押しかけようとしてきたの、ずーっと止めてた功労者ですよ？」

「そうか。よくやったな」

「心の籠もっていない褒め言葉をどうも」

　そう言いながらへらっと笑ったのは、赤髪に碧の瞳が印象的な騎士――近衛騎士団長を務めているハンス・レクラムだった。彼も十年前、ミサやレオンハルトと共に世界を救う旅に同行していた仲間のひとりで、レオンハルトが最も信頼する男でもある。

　ミサとの仲をずっと応援してくれていたが、彼女の行方がわからなくなって、自棄になるレオンハルトをずっと戒めてくれた。彼がいなければ、レオンハルトは間違いなく暴君と呼ばれる存在になっていただろう。

　兄弟のように育ったためか、すっかり変わってしまったレオンハルトに対しても気さくなままだ。そんな彼がいてくれたからこそ、レオンハルトはきっと大騒ぎになっているであろう外のことを気にすることなく、ミサの処女を奪うことができた。

「予定通りだ。俺はミサを妃にする」

「わかっております。やー、彼女、変わってなくてびっくりしましたね。いきなりの召喚でしたが、さすがミサちゃん！　彼女が納得してくれてよかったですね！」

「…………」

　答えられるわけがなかった。レオンハルトはぎゅっと唇を引き結び、ふいっと視線を横に向ける。瞬間、察しのいいハンスは顔色を変えた。

「――え？　まさか、ミサちゃんの了承得ていないとか」

　得ているはずがない。なんなら、それ以前の問題だ。

「了承するはずがないだろう。ならば強引に手に入れる。俺はそういう男だ。お前もわかっているだろう？」

「でも、ミサちゃんは」

「黙れ」

「――御意」

　キッと睨みつけると、ハンスも己の立場を弁えたのだろう。ピンと背中を伸ばし、敬礼する。ただ、すぐにもの言いたげな目を向けてくるが、この件においてレオンハルトはハンスの意見を聞く気はない。とっくに結論は出ているからだ。

「俺は騒いでいるという貴族どもを鎮めて来る。テレーゼは呼んでいるか？」

「あ。はい。呼んでいますけれど――陛下、本当に？」

　ハンスは困惑したような目を向けてくる。

「当面、ミサには信頼できる人間しか関わらせるつもりはない。女性で彼女を託せる人間はそう多くない」

「いや。それは、彼女にとっても光栄なお言葉ですけれども」

　テレーゼというのは、ミサを召喚するために力を尽くした聖女のひとりだ。

　神力はミサの足元にも及ばないが、この国にだって聖女はいる。貴族出身の彼女は、レオンハルトに率先して力を貸してくれる。よく言えば従順な、悪く言えば都合のいい聖女だった。

　ただ、レオンハルトに対する忠誠心は本物で、信頼できる人物ではある。由緒正しい貴族の令嬢だけあって教養もある。だからレオンハルトは、彼女にミサの侍女を頼む手配をしていた。同じ聖女同士で話も合うだろうし、きっとミサのよい導き手になってくれると考えたからだ。

「彼女にはなかなか酷な任務だと思いますけどね」

「そうか？　拒む理由などないではないか」

「ええと、そういう意味ではなく。心情の問題と言いますか。――まあ、陛下がお望みなら、彼女が断ることはないと思いますけれども」

　頬をぽりぽりと掻きながら、ハンスはこくりと頷いた。

「ならばいい。まあ、これから数日間は、俺も時間の許すかぎりミサの元に籠もる」

「籠もる……」

「何か問題でも？」

「あっ！　いえっ！　お世継ぎができるのも早そうだなあと！　思っただけで――」

　ははは、とハンスは困ったように笑い、言いにくそうに、尻すぼみになりながら告げた。

「あー……でも、ほんと、ちゃんとミサちゃんの合意は得た方がいいと思いますよ。あなたのためにも」

　それができたならば、このような強引な手段、はじめからとっていないというのに。
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　目ざめるたび、そこにはレオンハルトがいる。

　ミサがこの世界に戻ってきてから、もう何日経ったのだろうか。今が昼か夜かもわからず、ただ、レオンハルトに抱き潰される日々が続いた。

　ミサを蕩かせながら、彼自身はちっとも笑わない。凍てついた蒼の瞳は変わらず、ただただミサを責めるように睨みつける。

　それがミサの心に苦みを落とす。同時に、ミサの中に住む恋心が悲鳴を上げ、熱を帯び、じくじくと疼き続けた。

　たったひと言、愛していると言ってくれたら、こんな気持ちにならなくていいのに――なんて都合のいいことを考えたりもする。

　でも、そもそもこれは愛ではない。

　ミサは、以前と同じ過ちを繰り返さない。

　間違えない。期待しない。うぬぼれない。

　だって、レオンハルトの目を見てみろ。彼はどう考えても、ミサを責めている。

（わからない。せめて話す機会がほしい）

　でも、何か話しかけようとしても、レオンハルトは聞く耳を持ってくれない。むしろ、彼自身が何も聞きたくないとばかりに、ミサの唇を塞ぎ、すぐにどろどろに溺れさせてしまう。

　ミサの身体はここ数日で、すっかり彼の愛撫に蕩かされるように作りかえられていて、今も、彼のことを思い出すだけで身体の芯が疼くのだ。

（――って、レオは？）

　ふと、この日だけは目ざめたときに彼がいないことに気がついた。

　重たい身体をどうにか起こして、周囲に目を向ける。

　どうやらいまだに、最初に連れて来られたレオンハルトの私室にいるようだった。

　気を失っていた間に整えられたのか、ベッドは綺麗なままだ。レオンハルトの精と、汗と、いろんなものでどろどろだった身体も綺麗にしてあって、ミサは手触りのいい絹のネグリジェを纏っていた。

「んっ」

　ベッドから下りようと思うも、身体が重い。

　普段使わない筋肉を使ったからか、身体のあちこちが悲鳴をあげている。下半身も、いまだに何かが挟まっているような感覚が残っていた。何度も激しく突かれたから当然なのかもしれないけれど、ズキズキと鈍く痛む。

（聖女の力って、まだ使えるよね……？）

　ミサの力があれば、これくらいの痛みなら治すことができる。そう思うも――。

「……」

　神力を練ろうとして、すぐに止めた。

　この痛みを消すことは、どろどろに愛された日々をなかったことにしてしまう。そのように感じて、踏み切れない。

　胸に苦みを覚えながら、ミサはどうにか立ち上がり、窓の方へと歩み寄る。

　城から見える景色は昔と同じだった。美しく整えられ、それ自体がまるで絵画のように見える庭。さらにその向こうには、王都ツェルナーの街並みが続いている。

　東の奥に見える鐘かね撞つき塔も、西側にそびえる大聖堂も記憶の中にある当時の姿のまま。何も変わらない。十年という時を経てなお、この街は一切の変化を見せないのだ。

　その事実にちらっと違和感を覚えつつ、今度は主寝室から居間に続くであろう扉の前に移動した。そうして、ドアノブを回したところで息を吐く。

　魔法鍵だ。おそらくこれは、この鍵に登録された者が魔力を通さなければ開くことはない。登録されているのは、レオンハルトと、この部屋を管理する侍従などだろうか。当然、ミサにはその権限がない。

（でも、魔法鍵なんて、壊してしまえばいいのよね）

　ミサの力を侮ってもらっては困る。

（これくらい、どうとでも――って）

　しかし、すぐに思惑は外れた。魔力を練ろうと思っても、上手くまとまらないのだ。全身の魔力をかき集めようとした先から、綻んでいってしまう。

（……なんの対策もしてないはずがないかあ）

　どうやら部屋全体に魔封じが施してあるようだ。

（私がいたときは技術的に、魔封じは首輪しかなかったけど――十年も経てば、魔法も進化してるってわけね）

　一緒にいたとき、レオンハルトは魔法を使用していたようだし、おそらくミサにだけ適応されるものと思っていいだろう。

（魔力だけでなくて、神力も――動かないわね）

　この世界の誰もが大なり小なり持っているものが魔力。そして一部の女性――すなわち聖女と呼ばれる存在と、ミサにだけに授けられたものが神力。そのふたつは似ているようで、全然違う。ミサはどちらも使用できるが、今は反応がない。

（やってくれたわね……！）

　昔も、彼が裏で色々動いていたことは、なんとなく気がついていた。貴族社会で生きていくためには狡猾さが必要なのだろう。それがミサに対して発揮されることがなかっただけ。

　そんな彼が、とうとうミサに牙を剥いた。今さらながら彼の実力を思い知った心地で、ハアと息を吐く。

　ベッドの縁へと腰掛け、天井を仰いだ。

「これからどうしよう」

　途方に暮れたそのとき、魔法鍵が揺れたのがわかった。

　ミサが慌てて扉の方へ目を向けると、ミサと同じか少し年上の女性が、緊張した様子で部屋へと入ってきた。青みがかった銀の髪をハーフアップに纏め、紫水晶の瞳が美しい。

「お目ざめになったのですね」

　少し低めの、落ち着きのある声だ。ブルーのドレスを身に纏ったその女性は、ミサと目が合うなり、わずかに表情を緩めた。

「ミサ様、お初にお目にかかります。わたくし、あなた様の侍女を命ぜられました聖女テレーゼ・プロイセと申します」

　丁寧にお辞儀をし、彼女は紫水晶の瞳を細めた。

「聖女？　聖女様が私の侍女？」

「様、など。どうかテレーゼとお呼びください」

　そう言いながら、テレーゼは真っ直ぐこちらに目を向ける。

　一切の無駄がない洗練された動きに、きっと貴族の令嬢なのだろうと理解する。

　どれだけ有力な家の貴族令嬢であっても、聖女となるのは名誉なことだ。だから才能を授けられた女性は、結婚するまでは聖女として活動する者が多い。

　今回の再召喚も、儀式のために稀少な神力を蓄えた聖女たちがいたから可能だったはず。となると、目の前のテレーゼも再召喚に協力したひとりなのだろうか。

　少し複雑な気持ちになるが、それが彼女の仕事なのだから仕方のないことだ。むしろ、長く時間をかけて召喚した大聖女がこんな状態だとか、申し訳なくなるくらいだ。

（この世界のために役に立てているわけでもないし。レオはあの様子だし）

　あなたの国の王が爛れた生活を送っているのは自分のせいです、とは言いにくい。

　ただ、彼女がミサの侍女であるというのなら好都合だ。今はレオンハルトもいないし、聞きたいことは山ほどある。

「それじゃあ――えっと、テレーゼ。早速だけど、聞きたいことがたくさんあって」

「もちろんです。順を追って説明いたしますが、まずは食事に致しましょう」

　淡々と言いながら、彼女は躊躇なく寝室の扉を開け放つ。

「え？」

「陛下の私室内の移動は認めていただきました。さあ、どうぞこちらへ」

　早速テレーゼは、居間のテーブルに朝食を並べてくれた。

　パンやサラダ、ベーコンに目玉焼き。日本人のミサにとっては、最も食べ慣れた朝食内容に目を丸くする。

　蘇ってくるのは、一年間、レオンハルトと共に旅をしたときの思い出だ。この世界の人々は、朝からがっつりと脂っこい肉料理を食べることが多い。それに辟易していたことに、レオンハルトは真っ先に気がついてくれたのだ。

『ミサの希望通りに用意させてみたが――本当か？　本当にこれでいいのか？　もっとわがままを言ってもいいぞ？』

　などと戸惑いつつも、希望通りの朝食を出すように取り計らってくれた。

　レオンハルトが食事に気を利かせてくれるようになってから、ミサの顔色がよくなったとホッとしていたのを覚えている。だからきっと、この朝食も、わざわざレオンハルトが指示を出して用意してくれたのだろう。

（……今も、私のことを考えてくれている？）

　じわ、と胸の奥が温かくなるも、ミサはぶんぶんと首を横に振る。

（って、駄目よ。絆されない。流されない。――ちゃんとレオから話を聞くまでは！）

　どうして再召喚したのか。どうして閉じ込めるのか。それだけでなく、どうしてミサを抱くのか。何から何までが謎のままだ。

　とはいえ、腹が減っては戦はできぬ。ミサは遠慮なく、出された食事をいただくことにした。

（座ってご飯食べるの、久しぶり）

　再召喚されて数日、食事はレオンハルトの手ずから食べさせてもらっていたような気もするが、全てうろ覚えだ。愛欲に溺れた日々のことを食事の席で思い出すのは憚はばかられ、ミサはその記憶を思考の片隅に追いやった。






　食事をしながら、ミサはこれまでのことをテレーゼに聞いた。

　やはりここはミサが救ったあの世界で、十年の時が流れてしまっているのは事実らしい。

「十年で、陛下はすっかりと変わってしまわれました。刃向かう者は容赦なく斬り捨て、多くの貴族が粛清されました」

「粛清？」

「――当時は、私もまだ若かったので詳しくは」

　どうやらテレーゼは、なぜレオンハルトがああも変わってしまったかまでは知らないらしい。彼女の年齢を聞くと二十四歳で、なるほど、十年前は十四。まだ学生だ。知らなくても不思議ではない。

「クリスティーネ様は？　彼女はどうなったか知ってる？」

　てっきり結婚したものだと思っていたけれど、違ったようだ。それだけでなく、閨でレオンハルトが不穏なことを言っていた。

「クリスティーネ様――ああ、マルシャル家ですね。かの家は、陛下の不興を買って――」

　粛清対象だったわけか。マルシャル家ほど力を持った貴族を粛清せねばならなかった事態など、相当だ。

「何か大きな事件が？」

「詳しくは――。ただ、ミサ様が姿を消されてから、貴族の勢力図が大きく変わったことは確かです」

　そう告げるテレーゼは淡々としている。彼女にとって、相当昔のできごとなのだろう。

「陛下の命に背かぬよう、ミサ様も重々ご注意くださいませ」

「えっ!?　あ、うん、そうね……」

　レオンハルトの命令に背けば、ミサも命はないということか。

　ごくりと唾を呑み込みながら、彼のことを思い出す。あの責めるような瞳。言うことを聞かなければ容赦なく、身体に教え込まれた。

（レオは、本当に変わってしまったのね）

　彼の独断で、上位貴族ですらも罰せられる絶対君主。この国を統治するのに必要な資質かもしれないが、以前の彼の笑顔が霞みがかったように消えてゆく。

　もはや、レオンハルトはミサの知っているレオンハルトではない。その事実に、打ちのめされる。

　すっかり食欲がなくなって、ミサはカトラリーを置いた。思い詰めるような表情に、テレーゼは怪訝な顔つきをする。

「どうしてですか？」

「え？」

「陛下にああも愛されているというのに、どうしてそのように浮かない顔をなさっているのでしょう？」

「愛され――ええ!?」

　何をとんでもないことを言っているのだろうか。

　ミサは目を白黒させながら、ぶんぶんと首を横に振る。

「愛されてって――ない！　そういうのじゃ、ないから！」

　確かに実情を知らない人から見たら、ミサは愛され、囲われているように見えるかもしれない。しかしその実、そこに皆が考えているような甘さはないのだ。

　あれは罰だ。仕置きで、八つ当たりで、恨みで、どうしようもない気持ちをぶつけられているだけ。

　何かが確実に彼を変えた。その元凶は、ミサが帰還したことなのかもしれない。だから彼はミサのことを許せないのだろう。

（怒りの発散の仕方が、拗らせすぎているけれど……っ）

　よくない。こんなの、絶対によくない。

（何があったのか、もっと詳しい人に聞きたいな。昔の仲間と連絡が取れたら――）

　ミサたちの旅のパーティは固定で五人いた。後は国籍の違う仲間や協力者が出たり入ったりして、おおよそ七人程度で行動することが多かった。固定のメンバーにはレオンハルトの直属の騎士もいたし、貴族出身の女魔法使いだっていた。彼らならば、今も王都にいる可能性が高い。

「ねえ、私の仲間のことは知ってる？　ハンス・レクラムとか、ブリギッテ・ヘルナーとか。有名になっていたりしないのかな？」

「ああ、そのおふたりでしたら」

　思い当たりがあるらしい。テレーゼは大きく頷き、教えてくれる。

「ハンス様は近衛騎士団長として、陛下と行動を共になさっています」

「ハンス、団長になったのね！」

　気さくなハンスはかなり話しやすかった。彼が変わらずレオンハルトの側にいることは、ミサにとっても安心材料だ。といっても、レオンハルトの近衛となると、内緒話は難しそうだが。

「ブリギッテ様はクリューガー家に嫁がれました。今も王都のお屋敷にいらっしゃるのではないでしょうか」

「ほんと!?」

　クリューガー家のことなら知っている。

　この国でも有数の貴族で、王都の一等地に屋敷を構えている。あそこに彼女が――と思うも、考えていることなどお見通しなのかテレーゼに釘を刺される。

「しかし、ミサ様。ミサ様は今、この部屋から出ることを禁じられております」

（なるほど、テレーゼのこともわかってきた）

　彼女はレオンハルトの忠実な臣下だ。聖女は基本的に教会の所属になるから、レオンハルトに直接の命令権はないはず。なのに、こうして侍女として呼び出されていることを考えると、王の信頼も厚いのだろう。

「どうにかしてブリギッテと会えないかしら？　昔のよしみで、お茶会とかできれば嬉しいんだけど」

「陛下の許可が出ましたら」

「あー……」

　それはなかなかに難しそうだ。今のレオンハルトから、お茶会の許可をもぎ取れるビジョンが浮かばない。そもそも、まだ彼とはまともに会話が成立していないのだ。

　ミサは頭を抱えながら、どうしたものかと考えた。

　黙り込んでしまったミサに、テレーゼは見定めるような目を向ける。真っ直ぐな紫水晶の瞳に、ミサは緊張して息を呑んだ。

「ミサ様は、陛下の愛に応えるお気持ちはないのでしょうか？」

「え!?　またその話!?」

　話を戻されて、素っ頓狂な声を上げる。

　でもテレーゼは真剣だった。彼女にとって、レオンハルトはとても大切な主なのだろう。正直、レオンハルトの気持ちは彼女の思うようなものからほど遠い気がするが、真剣な問いには真剣に答えなければいけない。

「ないよ」

　――正直、自分の気持ちはよくわからない。

　でも、億が一、彼が本当にミサを愛しているとしても、彼は王だ。生半可な気持ちで応えていいはずがない。

　この恋は、とっくの昔に終わった。彼の相手は、もっと相応しい人がいるはずだ。ミサなんかが応えて、彼の時間を無駄にしてはいけない。

「愛するつもりなんてない。そんなの、ありえない」

　だから安心して、と、にっこりと笑いかける。

　おそらく、テレーゼはミサのような中途半端な女が、レオンハルトの側にいることをよく思っていないのだろう。ミサだってそうだ。このポジションに収まるのは、自分では駄目だ。それだけは言い切れる。

「ありえない、か」

　そのときだ。

　背後から底冷えするような低い声が聞こえて、ミサは総毛立つ。慌てて振り返ろうとするも、後ろから腕が伸びてくる方が早かった。

　ミサの上から影が落ちる。

　そこには、まるで武神のような黒いコートに身を包んだ男が立っていた。

　いつの間に後ろに立っていたのだろう。魔封じをされた今のミサでは、魔力感知の能力もてんで働かない。レオンハルトがその気になれば、ミサに気付かれずに近付くのは容易だったのだろうが。

「レオ――」

　絞り出すように名前を呼ぶも、彼は険しい顔でミサを睨みつけたままだった。力強い二本の腕であっという間に横抱きにされる。

　彼は側に立つテレーゼの存在を無視して、大股で部屋を闊歩しはじめる。向かう先は、奥の寝室だ。扉を閉め、入念に魔法鍵を施錠した彼は、ミサをどさりとベッドに下ろした。

　凍てついた蒼の瞳がミサを射抜いている。まるで責めるようなこの視線、再召喚されてから何度も向けられてきた。

「ありえないでしょう？　いくら私が元大聖女だっていっても、あなたは」

「黙れっ！」

　レオンハルトは表情を歪めた。大きな手がミサの顎を掴む。あまりの力強さに骨が軋み、ミサは痛みに表情をしかめる。けれど、折れるつもりはない。

　なかば意地のようなものだった。大好きだった――いや、今でもその恋心は、ミサの胸の奥に残っている。だからこそ、彼にこんな馬鹿な行為を続けてほしくなかった。

「私を監禁しても、あなたにとっていいことなんて何ひとつ――んんっ」

　しかし、唇を塞がれてはそれ以上続けられない。

「んぅ……っ」

　苦しいくらいのキスだった。強く唇を押しつけられ、こじ開けられる。

（駄目、もう、流されちゃ……っ）

　聞きたいことも、言いたいことも、いくらでもある。このまま抱き潰されて気を失うことを繰り返しては、前には進めない。だからミサはドンッと強く彼の胸を押し、なんとか唇を離した。

「やめて！」

　そう叫びながら、ミサはずるずると後ろに下がる。けれども彼は逃がすまいと、ミサの足首を掴んだ。

「嫌だ、離して！」

「離せば逃げる」

「逃げるわよっ！　当然でしょっ!!」

　キスされて、愛撫されて、何も考えられなくなる前に、ちゃんと話したい。レオンハルトが何を考えてこんな強引なことをするのか教えてほしい。それだけなのだ。

「あなたは一体、何を考えているの？」

「何を？　君を抱くこと以外、何も」

「っ……あなた、この国の王になったんでしょう!?」

「そうだ」

　短く言葉を切るその瞳。馬鹿げたことをと言い切る彼の意志の強さに息を呑む。

「だったら私なんかにかまけてないで――」

「どうして？　妃を孕ませるのは王の責務だろう？」

「は？」

　妃？　きさき――と、ミサは頭の中で繰り返す。すぐには言葉の意味が理解できない。ようやく意味が理解できたときには、再び彼に組み敷かれていた。

「んんっ」

　ネグリジェを捲り上げ、彼の大きな手がミサの太腿を這う。

「っ、きさき、って！　そんな、ありえない」

　でも、ここで流されるわけにはいかない。イヤイヤと首を横に振りながら、ミサは必死で訴える。

「私は聖女ってだけの、貴族でもない庶民の女じゃない！　世界を救ったのだって十年も前のことなのでしょう!?　誰も納得しないわ！」

「俺が認めれば、別に誰の許可もいらない」

「そんな、本気なの!?」

「本気でなければここまで大がかりな結界を張ってまで、君を囲ったりはしない。そもそも――」

　レオンハルトの目がギラリと光った。

「君はもう、聖女でもなんでもない」

「え？」

　時間が止まったような気がした。

「処女を散らされた君に、神力など残っていないだろう？」

　処女を散らされる。

　神力が残っていない。

　彼は一体何を言っているのだろうか。

　意味がわからなくて、頭が真っ白になる。

「――聖女じゃ、ない？」

　だって、神力がないということは――。

「――――もう、元の世界には、戻れない？」






　処女を失った者は聖女ではなくなる。

　そんな異世界の常識など知らなかった。以前は、ミサがそのようなことを知らなくても大丈夫なように、情報を制限され、ずっと彼に護られていたのだ。

　そして今、同じレオンハルトによって楔を打たれた。ミサはこの世界に繋がれて、もう帰れない。その事実は少なからずミサを動揺させた。

　後のことは覚えていない。

　ミサはひたすらにレオンハルトに抱き潰された。朦朧とした意識の中、何度も逃げようとしたものの、彼に捕まり組み敷かれる。

　どうして？　というささやかな疑問にすら答えてくれない。彼はミサを抱き潰すことに躍起になっていて、身体はすっかり彼に飼い慣らされていった。

　ただ、心だけは。今の彼には明け渡したくない。

　それは、なかば意地のようなものだった。彼のことを愛するつもりはない。その意志をねじ曲げたくない。

　――なんて。ぐらつきそうな心にそう言い聞かせ、己を奮いたたせるしかない。

　ミサはただ納得する答えがほしい。今はそれだけなのだ。

















第三章　残されたものは












　レオンハルトの目的がわからない。

　復讐や憎しみからくる執着を強く感じていたけれど、やはりミサの大聖女としての力が必要だったからだと思っていた。でも、そうであれば、ミサの処女を散らすはずがない。

　つまり、彼にとって聖女の力など、本当にどうでもよかったのだ。

（だったら、どうして）

　並々ならぬ執着を受けていることは頭では理解した。同時に混乱する。思考が袋小路に迷いこみ、息を吐く。

「みんな……」

　元の世界には帰れない。そのことは少なからず、ミサの心に影を落とした。

　一度、自らの力で帰った実績がある。だから条件さえ揃えられたら必ず帰れるものだと高をくくっていた。つまり、どうにかしてこの結界の外に出られたら。

　それなのに突然、帰るという選択肢を断ちきられ――断ちきられると今度は寂しくなる。家族の顔、友人の顔が走馬灯のように駆け巡る。

　もう、皆には会えない。別れの挨拶すらできなかった。暗い感情が胸の奥に渦巻く。息をするのも苦しくて、ぎゅっと膝を抱えた。

「ブリギッテに会いたい……」

　ひとりのとき、ミサはその言葉をよく溢すようになった。

　元の世界に戻れないなら、せめてあの人に。そう思い、唇を噛む。

　レオンハルトでは話にならない。彼ではなく、せめて彼のことをよく知る第三者と話がしたい。そう考えたとき、ミサの頭に思い浮かぶのはかつての仲間たちの顔だった。

　ブリギッテは中級貴族出身の魔法使いだった。華やかな金髪に燃えるような赤い瞳が印象的な女性で、ミサはいつも彼女のことを頼りにしていた。

　優秀な魔法部隊の隊長として、普段から平民出身の魔法兵たちと接することが多かったからか、悪く言えば大雑把、よく言えば大らかな性格だった。

　明るくお喋りな彼女は、右も左もわからなかったミサに、同性としてよくアドバイスをくれていたのだ。そんな彼女のことを、ミサは姉のように慕っていた。

　当然、レオンハルトに対する想いも、彼女には筒抜けだった。彼女はミサの背中を押そうとしてくれたけれど、結局その未来は掴めなかった。

　現状を、ブリギッテはどのように考えているのだろう。彼女ならば、この十年何が起こったのかも知っているだろう。だから、彼女と話ができれば、凝り固まったレオンハルトとの対話の糸口を掴めるような気がするのだ。

（せめて、この部屋から一歩でも出られたら）

　魔封じの効果範囲外だ。きっと魔力が解放される。そうなれば、ミサほどの力があれば、どんな相手が向かって来たところでいなせるはず。

　魔法鍵を解除できる人間は限られている。レオンハルトの他に、テレーゼを含めた侍女や使用人数名。そのうちの誰かを、今のミサが御すことはできるだろうか。体術は手ほどき程度なら身に付けている。本当に、一歩でいい。

　ブリギッテの住むクリューガー家の位置は覚えている。どうにかして彼女と話ができないだろうか。

（――なんて、駄目よね。そんなことしたら、皆に迷惑がかかっちゃう）

　今のレオンハルトは本当に苛烈な支配者のようだ。この部屋からミサが逃げたとあっては、テレーゼたちが咎められる可能性もあるし、訪問先のブリギッテにも迷惑がかかる。

　かといって、このままでいいとは思えない。

　窓の外の景色を見ながら、ミサは重たい息を吐いた。
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　ミサが厳しい表情で窓の外を見つめているのを見るだけで、テレーゼにはなんとも苦い思いがこみ上げてくる。

　テレーゼはプロイセ家の長女。プロイセ家は元々、家柄だけは古い貴族の血筋だ。とはいえ、由緒正しいこと以外、突出したものはない。

　だからテレーゼに聖女としての力があるとわかったとき、当主である祖父は大変喜び、テレーゼを聖女として恥ずかしくないようしっかりとした教育をしてくれた。

　聖女は処女でなければいけない。だから、聖女として活躍できるのは結婚するまで。

　由緒正しい貴族であるテレーゼに結婚しないという選択肢はないし、聖女として活動する間に名声を集め、いい相手に嫁ぐのが彼女の役割となった。家の期待を一身に背負い、テレーゼは十一の時に聖女になった。

　ただ、聖女と認められてすぐに大きな黒蝕が起こり、テレーゼは各地を走り回ることになる。その役割があまりに辛く、辞めたいと思ったことなど一度や二度ではない。けれども、皆の期待に応えるため、テレーゼは頑張らなければいけなかった。

　命の危険と隣り合わせではあったが、テレーゼは若いときから教会でも随一の才能を持った聖女としてその名を馳せようとしていた。

　しかし、そんなテレーゼの立場が一変する出来事があった。

　大聖女の召喚が成功してしまったのである。

　異世界からミサが召喚され、彼女は王太子であったレオンハルトをはじめとした優秀な騎士や魔法使いを連れ、旅立った。

　混沌に満ちた世界で、ミサの存在は強烈な光を人々の心に宿した。人々は熱狂するように彼女を応援し、他の聖女になんて見向きもしなくなってしまった。

　世界は、テレーゼの与り知らぬところで、勝手に、綺麗さっぱり救われてしまったのだ。

　誰もが彼らを誇りに思い、いずれ大聖女は王太子に嫁ぐのがよいのではないか？　というお節介な話まで出てくる始末。

　本来この国一番の聖女には、テレーゼがなるはずだったのに。

　しかし、人々の歓迎ムードも、彼らが帰還してすぐ、水を差されたように鎮まった。

　大聖女ミサが行方をくらましたのである。

　一部の貴族の罠ではないか。誘拐されたのではないかと、様々な憶測が国内外に飛び交った。

　当時王太子であったレオンハルトは貴族たちを調査し、そのうちにミサを絡め取ろうと罠を張っていた連中があぶり出された。

　ミサがレオンハルトの妃になることを阻止するために、彼女にいわれのない罪を着せようとした者、強引に彼女の処女を散らそうとしていた者、挙げ句の果てにはミサを他国に売り飛ばそうと誘拐を目論んでいた者までいたという。

　レオンハルトはそれらの貴族を粛清した。しかし、いつまで経ってもミサは見つからなかった。

　世界を救った英雄が、貴族たちに容赦ない裁定を下すことに怯える者が増えていく。救世主という名に反して、人々は彼を恐れるようになった。

　やがて教会にも彼の調査が入り、テレーゼははじめてレオンハルトと出会うことになった。

　そのときの、彼の美しさをどう表現したらいいだろうか。

　恐ろしい噂とは裏腹に、孤高の存在となった彼の姿に目を奪われた。

　湖のような澄んだ瞳に、濡れ羽色の髪が光を浴びて不思議な色彩に艶めく。ただし一部の色が抜け落ちている。

　髪の色は、その人物の魔力に強い影響を受けるという。老いて色彩が変わるのは、本人の魔力が減少するからだ。同じく、魔力の濃さは精神状態にも強く影響され、過度なストレスや憂いが魔力を揺るがせる。

　だからレオンハルトの髪の色彩が抜けたのは、ミサを失った絶望からだと言われていた。その悲劇の物語を、人々は語り続けていたのだ。どうか彼の心が安らぎますように。元の光り輝く英雄に戻りますようにと。

　しかし、彼と会った瞬間、テレーゼはそんなことはどうでもよくなってしまった。

　テレーゼは、そのとき、その瞬間の彼に恋をした。

　おそらく、憧れに似た気持ちだった。レオンハルトはテレーゼからするとかなり歳が離れているし、何かあるはずもない。

　でも、彼が愛していたと噂のミサは、大聖女。つまり、この国で一番の聖女ということだ。ミサがいないなら、自分がその座につけるのではないか？　――などと、馬鹿げた妄想がテレーゼの中で具体性を帯びてくる。

　実際、名実ともにテレーゼが国一番の聖女となってからは、レオンハルトと行動することが格段に増えた。彼はミサを探しに世界中を飛び回り、テレーゼはミサの代わりに彼に同行することが許されたのだ。

　かつてミサがいたはずの場所は、テレーゼの居場所になった。

　レオンハルトの目的がミサを探すことだったのは納得いかなかったけれども、どうせ見つからない。きっと生きてはいないだろう。

　やがてレオンハルトがミサを諦めたとき、彼の一番側にいるのは自分だ。

　――なのに、四年前。

　レオンハルトはテレーゼに、ミサを召喚するために神力の蓄積を命じた。

　肝心のミサが、生きているかどうかすらわからないというのに。

　目眩がした。まだ彼は、ミサを諦めない。

　同時に、安堵もした。当時のテレーゼは二十歳。まだ若かった。

　一般的に結婚適齢期は二十代前半までだ。それまでにレオンハルトがミサを諦めればよし。諦めなかったとしても、召喚できるようになる頃はテレーゼは二十三か四くらい。まだ間に合う。むしろ、三十代前半となっているレオンハルトとはつり合いがとりやすい年齢だろう。

　どうせ召喚は失敗する。ミサはすでにどこかで死んでいるか、処女を失っているはず。聖女でない娘を召喚できるはずもなく、再会などありえない。だから、召喚の儀式さえ終われば、きっとレオンハルトはテレーゼを選んでくれる。

　従順であろう。

　彼にとって、最も信頼できる聖女になろう。

　自分ならできる。そう信じてやって来たというのに――。






　テレーゼはずっと難しい顔をして考え込んでいるミサに目を向ける。彼女は考えごとをしながらも、レオンハルトの私室を歩き回っていた。魔封じの結界に綻びがないか調べているのだろう。

　魔封じは首輪でするのがまだまだ一般的だ。この部屋のような広範囲――しかも、ミサという人物限定で魔封じをする技術は、世界中を探してもここしかない。彼女を囲うためにレオンハルト自らが率先して研究した新しい技術だ。

（そんなに探しても無駄ですよ。魔力を封じられたあなたに感知できるものではありません）

　などと思いながらも、いっそ逃げ出してくれればいいのにとも思う。

　彼女のレオンハルトへの不信感を膨らませるために、テレーゼはミサに与える情報を自ら制限していた。

　この十年、レオンハルトが血眼になって彼女を求め続けていた事実など教えてなるものか。別に嘘はついていないのだから問題ないだろう。

　何もテレーゼだって、彼女が最初にレオンハルトの愛を認めていたのなら、ここまでしなかった。けれども、彼女はちっともレオンハルトのことを信じようとしない。

　テレーゼは、従順であることでレオンハルトの信頼を勝ち得てきた。

　彼に仕える女性は従順でなければいけない。――なのに、どうしてこんな娘に、救世王は固執するのだろうか。

（いっそ、あの方自らが、ミサ様を処罰するように仕向ければいい？）

　ずっと側でレオンハルトを見守ってきた。テレーゼは彼のことを誰よりも理解している。だから彼が、罪人に対してどれほど容赦がないのかも知っている。いくら相手がミサとて――いや、ミサだからこそ、許されないこともあるだろう。

　テレーゼは眉根を寄せて、考え込む。

　レオンハルトは国王だ。だから何人もの令嬢が、彼の婚約者候補にあげられた。そんな彼女たちが退けられた原因がある。

　いつも、レオンハルトのことを見続けてきたテレーゼだけが知っている秘密。

　触れてはいけない逆鱗がある。彼女たちは、レオンハルトの愛を勝ち得ようと、あるものを欲したのだ。

「――陛下の、ネックレス」

「え？」

　唐突にテレーゼが語りはじめたことに、ミサが目を丸くする。窓枠に触れる手を止めて、驚いたようにこちらを振り返った。

「これはひとりごとなのですが――このような大がかりな結界を展開するには、そのための触媒が必要となるのではないでしょうか」

「っ！　テレーゼ！　ありがとう！」

　もっともらしいことをでっち上げただけにすぎないのに、すぐに人を信じる人のよさ。呆れてため息をつきたくなるのをぐっと我慢する。

　レオンハルトが大切にしているネックレスがある。彼にとってそのネックレスがどういったものかは知らないが、何人たりともそれに触れさせないのだ。

　かつてテレーゼは、そのネックレスの存在を令嬢たちに教えた。

　ちょっとばかり憶測も交えたところ、それに尾ひれがついたのだ。

「王妃になるに相応しい令嬢に贈られる」だの、「あのネックレスを手に入れた者が王妃だ」などといった荒唐無稽な噂に変化した。

　そんな噂を信じる馬鹿な令嬢がいるのか、と笑いたくなる。けれど、レオンハルトの信頼も厚かった自分が令嬢たちの背中を押してやると、皆、面白いほどに同じ罪を犯すのだ。

　令嬢たちはレオンハルトにしな垂れかかり、あのネックレスに触れようとした。そのたびに、テレーゼのライバルであった令嬢たちが消えていく。

（何も考えず、目の前の餌に飛びついてみるといい）

　レオンハルトは苛烈だが、平等だ。あのネックレスに触れようとした娘を、ミサだからといって許すはずもない。

　その手で粛清されるといい。

　それが、レオンハルトにおもねらない者に相応しい末路だ。






　　　　　＊＊＊






　思い返せば、テレーゼの言うことには頷けるものがあった。

　レオンハルトはあれほど何度もミサを抱いているのに、その裸を晒したことがない。シャツの首元を緩めるくらいで、絶対にミサに肌を見せようとしないのだ。

　首には確かにチェーンのようなものが見えることがある。テレーゼの言うネックレスとは、きっとあれのことだろう。

　これほど大がかりな結界を張るには、それなりの触媒が必要となる。きっと彼の力を封じ込めた魔石か何かなのだろう。理論的にも、それをレオンハルトが肌身離さず持っている可能性は高い。

（私が彼に触れるチャンスはいくらでもある）

　その際、魔石を奪うことさえできれば、この部屋の結界を解除できる可能性も出てくる。ダメ元で、挑戦してもいいかもしれない。






　――夜。

　いつものようにやって来たレオンハルトは、何も語ることなくミサを抱いた。

　ミサが彼の真意を知ろうと語りかけても、強引に唇を塞がれる。そのままネグリジェを引っ剥がされて、気がつけば翻弄されている。

　でも、ミサには今日こそはという思いがあった。

　彼はミサが反抗的な態度を取れば取るほど、躍起になって喘がせようとする。何も考えられないように、何も語れないように、意識を失うまでどろどろによがらされる。

　けれども、今夜は違う。

　ミサは意を決し、自らの意志でレオンハルトの身体に手を滑らせた。

（――綺麗な肌だと思っていたけれど、こうして見ると）

　わずかに見える首元、捲り上げられた袖口から、いくつもの古い傷痕がある。

　十年前、ミサが一緒に旅をしていたときには、こんな傷はなかった。彼が怪我をするようなことがあっても、ミサが全部綺麗に治していたからだ。

　王太子という身分でありながら、率先してミサに同行することを決めてくれたレオンハルトへできる恩返しがそれしかなかった。だからミサは、彼には傷ひとつ残さないと丁寧に治療を施した。

　つまり、今のレオンハルトが持つ古傷は全部、あの旅の後に負ったものとなる。

　彼の十年を想うと胸が痛む。だからといって日和るつもりはないけれど。

　だって、ミサは今からもっと彼を傷つけようとしているのだから。

（でも、覚悟は決めた）

　彼のはだけた首元に、自らの意志でキスを落とす。瞬間、レオンハルトが大きく震えた。

「ミサ？」

「――ん、レオ」

　ちゅ、ちゅ、と何度も口づけを落としていく。

　もしかしたら、彼と肌を重ねるのはこれで最後になるかもしれない。そう思うと胸のズキズキが大きくなり、同時に熱くもなる。

（――――やっぱり、好き）

　テレーゼに質問され、否定した。ミサがレオンハルトを愛することはない。そう言い切ったけれども、本心に嘘はつけない。

　どんなに変わってしまっても、彼の考えがわからなくても、彼の肌にキスできることがこんなにも嬉しい。じわりと、胸の奥に宿る熱を自覚して泣きそうになりながら、ミサはくしゃりと笑った。

　その微かな笑みを、レオンハルトは見逃さなかったらしい。驚いたように息を呑み、ミサの行動を見守っている。

（こんなときに改めて自覚するだなんて）

　自分からキスをするだけで、こんなにも胸がいっぱいになるだなんて思わなかった。

　首元に、そして胸元にキスを落とすだけでは足りない。

「レオ。ねえ、レオ。――お願い」

　これで最後にする。そう心の中で誓いながら、ミサは彼の唇をねだった。

　レオンハルトは驚いたように目を見張り、きゅっと唇を引き結んだ。

　彼の頬がサッと朱に染まったような気がする。でも、部屋が薄暗いから、きっと見間違いだろう。もしくは、ミサの願望がそう思わせただけ。

（本当に彼が私を愛してくれていたらいいのに）

　もっと甘くて、優しい夢のように扱ってくれたら――と考えて、笑いたくなる。だって、そんなことありえない。

（それでも――甘い）

　信じられないことに、このときレオンハルトは、今までのどんなキスよりも優しいキスをくれた。

　唇を柔らかく触れさせるだけの軽いものから、どんどんと深くなっていく。ミサがねだるように舌を突き出すと、彼は再び驚いたように震えるも、すぐに求めに応じてくれる。

　ぎゅっと抱きしめる腕が優しい。いつか夢に見た感触に、ミサは泣きたくなった。

　このまま彼を求めたら、今夜は優しく抱いてくれるかもしれない。彼の前からいなくなる前に、そんな優しい夢を享受できたら、自分はこの先もひとりで生きていける。

（――なんて都合がいい。最低だ、私）

　自分のことしか考えられない最低女が、贅沢な願望を持ってはいけない。

　だからミサは、手を滑らせる。彼がキスに集中してくれているうちに、上から順に彼のシャツのボタンを外していき、逞しい胸に直接手を触れた。

　弄るように手を滑らせると、指先に小さくて硬いものが触れた。その冷たい感触に確信を持つ。

　探していたネックレスだ。案の定、その先には魔石がはめ込まれている。

（これが、きっと）

　気が逸るのを抑え込み、ミサは両手を伸ばした。たっぷりとキスをしながら、彼の首に絡まるようにして抱きつく。そうして自然とチェーンに触れ、いよいよ留め具を見つけた。

　心臓がますます強く鼓動する。キスで呼吸が苦しくて、焦りながら留め具を摘まんだところで――ドンッ！　と身体に衝撃が走った。

「見るな！」

　ミサの身体がベッドに沈む。驚いて見上げると、あきらかに動揺したレオンハルトの姿があった。

　開かれた襟ぐり。その隙間から、彼のネックレスがこぼれ落ちる。

　レオンハルトは慌てて、そのペンダントトップを隠すけれど、ミサの目にはハッキリとその形が捉えられた。

　息を呑んだ。

　だって、その蒼は。その魔石は――。

　レオンハルトがガバリと身を後ろに引いた。

「――――っ！」

　わなわなと震え、後ずさる。

　それ以上、彼自身も何も考えられなくなったらしい。あきらかに動揺したまま、バタバタと音を立てて部屋から立ち去ってしまう。

　その間も、ミサは呆然としていた。ただひとり、ベッドの上で動けなくなったまま。

　一瞬この目に映った蒼が忘れられない。深い、まるで湖のような美しい蒼だった。

『――ねえ、この魔石、綺麗。まるであなたの瞳みたい』

　そう言ったのはいつだったか。

　昔、旅先で見つけたその魔石が、レオンハルトの瞳と同じ色彩で、とても美しく思えた。

　ミサが殊こと更さら大事にするから、それをレオンハルトがネックレスにしてくれたのだ。彼の手ずから首にかけてくれたのが嬉しくて、肌身離さず身に着けていた。

　ミサがこの世界から姿を消した日、あの魔石に魔力を込めて、メッセージを残した。

　ミサは自分のことで手いっぱいで、彼がそれを見つけてくれるかどうかまで考えられなかった。本当に、ただ、ミサにとっては自己満足のようなものでしかなかった。

　それを。

　彼は見つけて、十年もその身に着けてくれていたのだ。

「レオ……」

　ずっと、彼の気持ちが霧に隠れて見えなかった。見えなかったけれど、もう十分だ。

　彼がどんな想いでミサを求めてくれたのか。

　たとえばそれが愛や恋で、もっと甘くて優しいものであればミサだってすぐに理解できたと思う。

　でも、そんなにわかりやすいものではなくて。もっと、暗くて、深くて、重くて、理解しがたい強烈な何か。その感情が痛いくらいにミサの心に突き刺さる。

「っ……」

　わなないた。

　ああ、自分はなんて頑なだったのだろう。

　彼のことを信じたい、理解したいと思い続けてきたはずなのに、一番疑っていたのだ。

　彼がミサに宿してくれた感情が、甘くて優しいものではなかったから。その強烈な感情を受けとめてあげられなかった。

　彼はこんなにもミサに執着してくれていたのに。ミサだって、彼のことがこんなにも好きなままなのに。

「私は、なんて馬鹿なの……」

　彼を拒否することしかできなかった自分が情けない。

　だからミサは立ち上がる。よろよろと歩き、寝室の扉の前に辿り着いた。

　扉は施錠されていなかった。動揺したレオンハルトがそのままにしてしまったようだ。

　すでに居間にも彼の姿は見えなくなっていて、ぐるりと部屋を見渡す。そこにはまだテレーゼが控えていたようで、ミサはツカツカと彼女に向かって歩いていった。

「っ、ミサ様、ご無事だったのですね……!?」

　ミサの姿を見るなり、テレーゼは少なからず動揺した様子だった。顔色を真っ青にして、わなわなと震えている。

　きっと、先に出てきたレオンハルトの様子がおかしかったからだろう。寝室で何があったのか、心配してくれたのかもしれない。

　彼女がミサのことをあまりよく思っていないことは知っている。でも、もう、今のミサは彼女に頼むしかできなかった。

「テレーゼ、お願い。私をここから出して」

「え？」

　彼女は魔法鍵を開けることができる。だから彼女が魔法鍵に触れている間なら、ミサも出入りできるはず。

「全部、私のせいにしていいから。私が強引にあなたに鍵を開けさせたことにしていいから」

「ですが」

「お願い」

　ぎゅっと、彼女の手を握りしめる。

　魔法を封じられている今、ミサは本当に平凡な女でしかない。無力だ。だからこうして懇願することしかできない。

「陛下の元から去られるおつもりなのですね」

「……っ」

　ミサは卑怯だ。彼女の問いかけに答えられなかった。

　テレーゼがレオンハルトに想いを寄せていることくらいとっくに気がついていた。だから、これは彼女の恋心を利用するようなもの。ミサがいなくなれば、テレーゼはきっと喜ぶだろうから。

（ごめん、テレーゼ）

　今のミサはテレーゼの気持ちまで抱える余裕などなかった。

　もう決めたのだ。ミサはレオンハルトが一番大事だと。その想いだけが今のミサを突き動かしている。

「……わかりました」

　テレーゼは長い沈黙の後、表情を強張らせたまま頷いた。そんな彼女を、ミサは窓の方向へ導く。

　廊下側じゃない。一歩外にさえ出られたら、ミサならどうとでもできる。人を撒くなら、窓側の方がやりやすい。

「こっちをお願い。――いい？　私が逃げたら、すぐに衛兵を呼んで。私があなたを脅して開けさせたの。いいわね？」

「……はい」

　頷く彼女を見つめて、少し安堵した。

　どう接したらいいかわからないことが多かったけれど、テレーゼの仕事っぷりは頼りになった。彼女がいてくれなければ、ミサはもっと心細い日々を送っていただろう。外に出ることを選ぶ前に、心が折れていたかもしれない。

「開けて」

　彼女に窓に触れさせ、魔法鍵を解放する――！

　外の空気が飛び込んできた。夜風は冷たく、ミサの頬を打つ。

　ずっと部屋の中に閉じ込められていたから実感がなかったけれど、今は春先なのだ。夜はまだまだ肌寒い。

　空は一面雲が覆っていて、月のない暗い夜だった。けれど、そんなことを気にしていられない。窓枠に足をかけて、ミサは外へ飛び出した。

「っきゃあああああ！」

　手はず通り、テレーゼは叫び声を上げてくれた。

（うん、それでいい……！）

　全部、ミサのせいにしてくれていいのだ。迷惑をかけて申し訳ない。でも、彼女が罪に問われないようにちゃんと取り計らうから――と、心の中で呟きながら、ミサは魔力を編む。

　予想通り、体内の魔力が自在に動く。ここは城の最上階とはいえ、地上まではすぐだ。

「風よ！」

　つむじ風がミサの身体を押し上げ、衝撃を和らげる。ミサはふわりと地上に降り立ち、地面を蹴った。

「――ミサ様が！　大聖女様が逃げたぞ！」

「追え！　早くお止めするのだ!!」

　城内がにわかに騒がしくなり、ミサを追う兵が次々とやってくる。

　けれど、彼らに捕まるはずがない。元とはいえ、ミサは大聖女だったのだ。神力は失われてしまったけれど、魔力もそれなりに持ちあわせている。一般兵には引けを取らない。

　そうしてミサは、ひとり王城を後にした。






　ブリギッテが嫁いだというクリューガー家へ辿り着いた頃には、人々が完全に寝静まった時刻となっていた。

「ミサ！　本当に、ミサなの!?」

　こんな非常識な時間にネグリジェ一枚で訪れた珍客を、ブリギッテは温かく迎えてくれた。

　十年経ったというのに、相変わらずの華やかさだ。黄金色の豊かな髪をゆったりと纏め、意志の強そうな赤い瞳を嬉しそうに細めている。

　どうやらミサがこの世界に戻ってきていることは知っていたらしい。詳細を語らなくとも、このような時間にネグリジェ一枚でやって来たミサに、何かがあったことくらいは察してくれたようだ。

　確実に面倒ごとに巻き込んでいるというのに、彼女は嫌な顔ひとつ見せない。それどころか、ミサの無事を喜んでくれているようだ。

「ほら、外は寒かったでしょ？　これ、上から羽織るといいわ」

　そう言いながら厚手のガウンをかけてくれる。

　ミサが戸惑いながら見上げると、彼女はトントンと、ミサの胸元を指し示す。導かれるまま自分の胸元に目をやると、そこには無数のキスマークが落ちていた。ギョッとして、借りたガウンの襟元を締め、慌ててそれらを隠す。

　人目につかずやって来たけれど、こんなにも胸元の開いたネグリジェなんかで外に出るものではない。というか、そもそもネグリジェ一枚で外に出ること自体がありえない。

　今さらながら自分の衝動的な行動に頭を抱えたくなる。けれども、ブリギッテはそんなミサのことを笑い飛ばしてくれた。

「随分愛されているのね？　今のあの人にそうも執着されてさ。大変だったでしょ？」

　旅の仲間のよしみで、ブリギッテは今でもレオンハルトに対して砕けたもの言いをするらしい。昔と変わっていない彼女の様子にホッとしながら、ミサは差し出されたカップを受け取る。

　ココアだ。優しい温かさが沁みていき、ホッとして少し泣きたくなる。

　でも、まだ泣くのは早い。そもそも、ミサに泣く権利なんてない。

「彼、昔からアンタと結婚することしか考えてなかったから。強引に妃になれとか迫られたでしょ？」

「……見てたの？」

「アハハハハ！　そんなわけないでしょー！　アタシがどうして結婚したかわかる？」

　ブリギッテはカラカラと声を上げて笑いながら、ミサと向かいのソファーに座った。

「あの人があまりに結婚しないからさ、昔の旅の仲間で一応貴族だったアタシに白羽の矢が立ったの」

「え？」

「正確には、立とうとした。けど、あの人、アンタ以外の女なんてどうでもいいからさ。自分が結婚させられそうになる前に、アタシに適当な男をあてがったってワケ」

「そ、それは……」

　ブリギッテの方がよっぽど大変な目に遭っているのではないだろうか。

「あー、いいのいいの！　そこはさすがレオンハルト様って感じでさ。貴族の令嬢っぽくないこんなアタシには、もったいないくらいの旦那見つけてくれて。今は子供も三人いてさ。なかなか充実した毎日、過ごしてるよ」

　ブリギッテが朗らかに笑っている。彼女が幸せなら何よりなのだけれども――正直、あまりに情報量が多すぎて、ミサの頭がついていかない。

（結婚？　え？　レオが私と？　昔から？）

　それは十年前の話だろうか。当時から、レオンハルトがミサを娶りたいと、周囲に話していた？

（ブリギッテは知って？　え？　ええ……？）

　ぎゅっとカップを握りしめながら、ミサは固まった。

　でも、そうだ。否定してはいけない。ミサは真実を知るためにここまで来たのだ。

「ブリギッテ。全部、全部教えて。十年前、彼が私のために何をしてくれていたのか。私がいなくなってから、何が起こったのか」

　カップを置いて、改めてブリギッテを見つめ直す。

「お願い」

　そう懇願すると、ブリギッテは肩をすくめ、長く、本当に長く息を吐いた。

「……あの人、本当に何も話してないんだ」

　ぎゅっと瞳を閉じ、彼女は天井を見つめる。そうして長い沈黙の後、ぽつり、ぽつりと話してくれた。

「ミサも少しは気付いていたでしょう？　あの人が、アンタに見えないところで貴族を牽制し続けていたのは」

「大聖女だった私を、いろんな国の貴族が取りこもうとしていたから？」

「うん、そうだね。婚約の打診も多かったし、中には強引にアンタを攫っちゃおうっていう馬鹿もいた。レオンハルト様は王太子だから、理詰めで説き伏せるか、相手が罪を犯したという証拠がでないかぎりは動けない。――表向きにはね」

「表向きには」

「あー……これ、アンタだけには絶対見せないようにしてたけどさ、表で言えないようなこといっぱいしてたんだよ。特に、アンタに手を出そうとした男への粛清は、容赦がなかったな。完璧な王太子殿下とか英雄王子とか言われていたけれど、あれはそんななまっちょろいものじゃない」

　まさに、手段を問わずだったわけだ。

　ミサが見ていなかっただけで、それが本来のレオンハルトの性質。ミサはそんな事実を知らず、表面上の彼しか見ていなかったのだ。

「あ、落ちこまなくていいよ。あの人、本当にアンタにだけは知られないように、いい顔しか見せないよう必死になってたから。――アンタが知らずにすんだのは、あの人の努力の成果。頑張りだよ」

「うん……」

　ミサはこくりと頷いた。

　胸の奥がジクジクする。当時から彼は、ミサが感じていた以上に、ミサのことを想ってくれていたのだろう。

　それは愛という感情とは違う――だなんて、もう否定することなどできない。

　ミサは勝手に、ふわふわと彼との恋に夢見ていたけれど、彼が抱えてくれていたものは、もっと深くて、重い。

「でも、アンタはあの人の前から姿を消した」

「……クリスティーネ様が、レオの婚約者だって。祝勝会の夜、抱き合っているのを見てしまって」

「あー……なるほど」

　ブリギッテは深いため息をついた。頭を抱えながら、なんてものをと呻いている。

「クリスティーネ様が最有力婚約者だったのは本当だよ。アタシたち、一年もあちこちに出払っていたからさ。レオンハルト様が王都を不在にしている間、上級貴族たちが好き勝手暴れ回ってくれていたみたい」

「レオの婚約者なのに、レオのいないときに勝手に決められてた？」

「いや、アイツはそのあたりもしっかりしてるから、勝手に確定されているようなことはなかったよ。でも、クリスティーネ様はずっとレオンハルト様のこと好きだったみたいだからね。恋する乙女が先走った。――アンタに対する牽制でもあったと思う」

　そもそも、抱き合っていたのも本当かと言われれば、自信がない。バルコニーで明かりは少なかったし、ふたりの影が重なって見えただけだ。

「それを、私は、確かめもせず」

　その場の動揺で、衝動的に帰還してしまった。

（私は、何を見ていたのだろう）

　自分のことばかりで、レオンハルトのことをこれっぽっちも知ろうとしていなかったのだ。

「しょうがないよ。アンタもさ、それだけ本気だったんでしょ？」

「でも――」

「今も本気だ。だから、わざわざここまで確かめに来た。そんな格好でさ？」

　ブリギッテはミサを指差しながら、パチンとウインクをする。明るく笑ってくれるから、ミサの心もいくばくか凪いで、大きく頷いた。

「アンタがいなくなって、城は騒然としたよ。だって、どうしていなくなったのかわからなかったから」

「そうよね、失恋なんかで――」

「そうじゃなくて。誰も、アンタが何も言わずに元の世界に戻るだなんて思わなかったの」

「え？」

　ミサは目を丸くした。

「誰かに攫われて閉じ込められたか。他国に売られたのか。もしかしたら殺されたのかもしれない。いろんな憶測が飛び交ってね」

「そんな……」

　愕然とした。

　でも、考えてみれば確かにそうだ。ミサは魔石のネックレスにメッセージを残して帰ったけれど、元の世界へ戻るだなんてひと言も伝えていなかった。

　忽然と消えたミサの行方がわからなくて当然だ。

　身体の芯から震えがやってくる。まさか、と掠れた声で呟いたところで、ブリギッテが肩をすくめた。

「ありとあらゆる可能性を考えて、レオンハルト様はアンタを探し続けたの。世界中を。――十年かけてね」

「世界中、を……？」

　ミサの頭が真っ白になる。

　思い出すのは、一年という時間をかけて旅をした日々。あのときは目標も目的地もハッキリとしていて、ミサの目にも成果が目に見え、やりがいもあった。

　それを十年。

　あまりに途方もない旅路に、目眩がする。

　たったひと言。ミサが元の世界へ戻るのだと伝えなかったばかりに。

「先王が身罷り、あの人は若くして王になった。王都では権力を欲した貴族たちによって、婚約者候補争いが激化した。――ミサは亡くなった。もう諦めろ。そういう声が多数出てきたけれど、あの人は元々の性質で、それらの貴族をねじ伏せた」

「粛清されたって」

「レオンハルト様がアンタを妃に望んでたって言うのは、どの貴族の目にもあきらかだったからね。粛清されたのは皆、アンタを陥れるために、元々罠を張っていた貴族なんだよ。レオンハルト様が許すはずがない」

「もう、私はいなかったのに？」

「それらの貴族の誰かが、アンタを殺めた可能性を捨てきれなかった」

「――私は、元の世界でのうのうと生きていたのに？」

　震える声で呟くと、ブリギッテはくしゃりと眉根を寄せる。困ったように、悲しそうに、わずかな笑みを溢した。

「もちろんレオンハルト様は、その可能性も考えたと思う。――実はね、貴族を粛清する中で、ある魔石のネックレスが見つかったの」

「……まさか」

　ミサの脳内に、蒼い魔石のネックレスが浮かぶ。

「ええ、あなたがレオンハルト様に作ってもらってた、アレ。ある貴族がね、そのネックレスが城に落ちていたのを見つけて、魔石の稀少さに懐にしまい込んでいた。――アンタの声が吹き込まれていることにも気がつかずに」

「…………」

「アンタが残したメッセージを聞いたときからね、レオンハルト様は確信を持っていたと思うよ。アンタが元の世界に帰ったってね。――でも、自らそれを否定した」

「どうして」

　ミサはわなわなと震えた。

「どうして。どうして！　だったら！　もう世界中探さなくてよかったじゃない！　そこまでする必要なんて、これっぽっちも――」

「だって、アンタが元の世界に帰ったっていうのは、アンタがレオンハルト様を捨てたってことになるから」

「違う！」

「違わないよ。それが、レオンハルト様にとっての真実だった。――だから、あの人は、それを絶対に認めたがらなかった」

「私は。私は――レオに、他に大切な相手がいるからって――！」

　ぎゅっと拳を握りしめる。

　わかっている。もちろん、ミサが悪いのだ。真実を知ろうともせず、失恋したと思い込んで、その悲しみに酔って、衝動的に帰還したミサが全部悪い。

　十年。途方もない時間を、ミサのために費やす必要なんてなかったのだ。

　あんなにやつれて、全然笑えなくなるほどに求め続ける価値なんてミサにはない。

「幸せに……なってほしかったの……！」

　呼吸が苦しい。胸を掻きむしりたくなりながら、ミサはぶんぶんと首を横に振る。

「そんなにまで探してくれていただなんて、知らなかったの……!!」

　彼がどうして何も話してくれなかったのか、ようやく理解した。

　だって、ミサの再召喚ができてしまったということは、彼がずっと否定したかったことが真実であったと思い知らせることになる。

　ミサは誘拐されたわけではない。殺されたわけでもない。

　自らの意志で、元の世界へ帰っていたという真実。

　そもそも、長い時間をかけて再召喚の儀式に挑んだのは、彼なりの決着だったのではないだろうか。気持ちを整理するために、むしろ現れなければいいと願う心もあったかもしれない。

　――なのに、ミサは現れてしまった。

　彼は十年という時間をかけて、ミサが彼を捨てたという事実を思い知らされることになったのだ。

　それは、どれほど彼を傷つけただろう。

　もう十分だ。それ以上、否定されたら、レオンハルトが壊れてしまう。

　レオンハルトも、自分の心が限界だとわかっていたのだ。だからミサに何も話さず、何も話させる余裕も作らず、抱き潰した。

　彼はもう、ミサに捨てられたくなかった。

　そして彼をそんなにまで追い詰め、臆病にさせたのは、ミサ自身だ。

「…………」

　視界が滲んだ。

　ほとり、ほとりと頬に熱いものが流れて、それが一年ぶりの涙だと理解する。

　彼とサヨナラして、この世界から帰還することを決めたのが一年前。そして、今また、ミサはとても自分本位な涙を流している。

（私に泣く資格なんてないのに）

　ミサの勝手な思い込みで、レオンハルトの十年を奪った。

　なのにミサは彼を否定して、拒んでばかりいた。彼の本心なんかちっとも知らないままに。

　ざああああ、と、雨音が聞こえる。

　いつの間にか、外は雨が降っているようだった。

　窓の外に明かりは少なく、深い闇が広がっている。

　呆然としながら窓の方へ目を向けると、ブリギッテがふと微笑むのがわかった。

「――何も、後悔しているのはアンタだけじゃないと思うよ」

「え？」

　ブリギッテが窓の向こうに目を向ける。その視線に導かれるようにして、ミサは立ち上がった。

　ゆっくり、ゆっくりと窓に向かって歩いていき、外の景色を見るなり息を呑む。

　外には深い闇が広がっている。広い庭の向こうの門は閉ざされ、わずかな街灯に照らされたそこに、ひとつの人影があった。

　まだ春先だ。夜の雨はひどく冷たいだろう。

　なのに、ひとりの男が身じろぎもせず、ただただそこに佇んでいる。

　供も、誰も連れていない。この国の国王ともあろう人が、たったひとりで雨に打たれていた。

　まるで捨てられた犬のような目をしながら、ミサがいる部屋の明かりをぼんやりと見つめている。

「――ブリギッテ」

「ん」

「私」

「いってらっしゃい」

　何も言わずとも、彼女は微笑んでくれた。ミサも大きく頷き返し、歩き出す。

　早く。早く彼に会いたい。

　たちまち大股になり、そのうちに駆け出していた。バンッと玄関の扉を自ら開き、雨の中外に飛び出す。ばしゃばしゃと水たまりを踏みながら、やがて門の前まで辿り着いた。

　レオンハルトは一歩も動かなかった。白と黒の入り交じる髪が肌に貼りつき、その瞳は静かな雨の色を宿している。凍える唇は青白く、どこか力なくその場に佇んでいた。

　彼ほどの人なら、魔法で雨を避けさせることもできただろうに、それもせず、ただひたすらミサを待ち続けていたようだ。ブリギッテとの話の末に、ミサが逃げ出す可能性も考えただろうに、それでも、じっと。

　ガシャンと音を立て、重たい門を開ける。ふたりを遮る鉄格子を、ミサは自ら開け放ち、彼の前に立った。

「…………全部、聞いたのか」

　掠れた声が、雨音にかき消える。

　彼は震えていた。

　皆に恐れられる救世王が、ミサの返事を恐れている。

　彼をこんなにも臆病にしたのは、自分だ。

「うん」

「俺を、軽蔑するか」

「――――っ」

　息を呑む。

　蒼の瞳が揺れた。薄い唇がぎゅっと真一文字に閉ざされ、ミサの返事を待っている。

　飛び込んでもいいだろうか。

　十年も無為な時間を過ごさせてしまった。そんな自分が、彼の手をとってもいいのだろうか。

　――なんて、もう、答えは決まっている。

　手を伸ばした。

　濡れた肩。ぐるりと首の後ろに腕を伸ばし、強く、強く抱きしめる。

　蒼の瞳が見開かれたけれど、すぐに表情をくしゃくしゃにして、強く抱きしめ返された。

　逞しい腕。この力強さが今は嬉しい。互いにびしょ濡れになることも憚らず、ぎゅうぎゅうに抱きしめ合う。

　やがて唇が落ちてきて、ミサも自分から彼を求める。

　熱が絡み合い、互いに求め合う。でも全然足りなくて、ミサはもっととねだるように彼に強くしがみつく。
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「ごめん。ごめんね――」

「っ」

「何も。知らなくて。あなたがどれだけ、護ってくれていたのか。大事にしてくれていたのか。私、全然知らなくて、勝手に勘違いして、何も言わずに――」

「――――もう、いい」

「よくないっ！」

　ミサはぶんぶんと首を横に振る。

「私はあなたの枷になりたくなかった！　あなたに、幸せになってほしかったのに。――なのに。なのに、私が――私が、あなたの十年を」

「もういいんだ。俺が。俺の方が、ずっと――君に酷いことを」

　彼は何かを言いかけて、言葉を呑み込む。

　でも、彼の中で決意が固まったのだろう。ふるふると震えながらも、その感情を吐露した。

「不安で、君と対話することすらできなかった臆病者だ。だが、俺は、君を――心が手に入らないとわかっていても、君の存在が離れていくことが許せなくて、あんなにも酷いことを」

「レオ」

「――すまなかった。許して、くれ」

　彼の声は震えていた。雨音にかき消されそうなほどに微かな声ではあったけれど、彼の言葉は鮮明にミサの耳に届いた。

「許して。ミサ。――頼む。お願いだから、もう、俺の元から離れないでくれ」

　誰もが恐れる救世王。その険しい表情に、十年前の彼の姿が重なった。

　彼の本質は、ミサに見せなかった裏の顔にあったのだと知ったばかりだ。でも、素直で真っ直ぐで、眩しいくらいに前向きな以前の彼も、やはりレオンハルトの本質なのだ。

　十年という時間、彼の心は凍りついたままだった。ようやく、もうひとりの彼の時間も動き出したのだと実感する。

「好きなの」

　伝えずにはいられなかった。

「あなたが好きなの。ずっと、忘れられなかった！　なのに、私が元の世界でぼんやりすごしている間、大切なあなたは――」

　再び唇が落ちてくる。深くて、苦しいキスだった。

　激しく求められ、呼吸ができない。でも、胸がいっぱいになって、このまま溺れてしまいたくなる。

「――愛している」

　ずっとほしかった言葉だ。

　そしてこの言葉こそが、ミサが知りたかった真実でもある。

　涙がこぼれ落ちたそばから、雨粒に溶けていく。それでいい。もう、涙を流す必要なんてない。

「私、今度こそ、あなたに幸せになってほしい」

「ミサ」

「だから、私が。こんな私でも、そんなあなたの側にいて、いい？」

「――――っ」

　彼が目を見開いた。雨の中、瞬きひとつせずにミサを見つめている。

　色素の抜けた髪。魔力が人体に与える影響を、ミサは知っている。彼はこんなになるほどに、心を削り続けていた。

　ミサひとりの存在が、彼に与える重みを知った。だからミサは、彼が安心できるように、笑えるように、前に進めるように、ちゃんと側にいよう。そう思えた。

「俺は――君がいなければ、幸せになんてなれない」

　雨の色を宿した蒼い瞳が熱を帯びる。その真剣な眼差しに、ミサはごくりと息を呑む。

　この熱から離れられそうにない。だから今度は、自ら手を伸ばす。

　二度と、この手を離さないと心に決めて。






「は、ぁ……はぁ、レオ、……っ」

　ミサは熱を求めて手を伸ばす。

　かつてはミサを閉じ込める檻だった寝室。それが、今はレオンハルトとふたりきりになれる特別な場所に変化した。

　戻ってくるなり、雨でぐしゃぐしゃになった衣服を剥ぎ取り、互いに生まれたままの姿でベッドになだれ込む。まだ髪はしっとりと湿ったまま。それでも、早く彼にくっつきたくて仕方がなかったのだ。

　ミサはベッドの上に座り込むレオンハルトの上に跨がり、ぎゅうぎゅうに彼を抱きしめた。

「ミサ。――ああ、ミサ、愛している」

　彼も箍たがが外れたように愛の言葉を囁き、確かめ合う。性急に互いの肌に触れ合い、ミサはぎゅっと眉根を寄せた。

　ずっとシャツで隠れて見えなかった彼の肌。旅の間はミサが治療し続けてきたその肌が、今は古傷だらけになっている。

　傷のあった場所は白く変色して、こんもりと盛り上がっていた。それがどれも痛そうで、ミサはそれらを指でなぞっては、そっと唇を落とす。

「――治療、しなかったの？」

「大した傷ではない」

「それでも」

「俺の聖女は、君だけだから」

　誰ひとり、彼の肌には触れさせなかった。つまり、そういうことなのだろう。

「意地っ張り」

「そうだ。年季の入った頑固者だ」

「馬鹿」

「今さら気がついたのか」

「――私が、治してあげられたらよかったのに」

　もうこの身体には神力が残されていない。だから、どんなに望んでも、彼の怪我を治療することはできないのだ。

「もう痛まない。気にするな」

　なんて言うけれど、気にしないはずがない。ミサは表情をくしゃくしゃにして、数多の古傷に唇を落とし続けた。

　そうして、次に触れるのは彼の首にかけられたネックレスだった。

　彼の瞳と同じ色をした蒼い魔石が揺れている。彼が触れられるのを嫌がったそれは、かつて、ミサが吹き込んだ声が残っているのだろう。

「まだ、私の声、残してるの？」

「…………ああ」

　レオンハルトは観念したように頷く。大きな手でぎゅっとその魔石を握りしめ、押し黙った。そうしてしばらくの後、絞り出すようにして呟く。

「君の声を、消せるはずがないだろう？」

「レオ」

「――どうしても、最後まで聞くことはできなかったが」

　あの魔石に吹き込んだ言葉は、今でもハッキリと思い出せる。

　ミサなりに決意を込めたのだ。

『これまでありがとう』

『レオ、あなたの幸せを願っているわ』

　そして最後の言葉は――。

『さようなら』

　彼がどんな想いで、ミサの帰還を認めたがらなかったか、嫌と言うほど思い知らされる。

「消して」

「え？」

「これから。何度も。何度でもあなたに囁きかける。たくさん、愛してるって言うから。だから――」

　魔石を握りしめる彼の手に、ミサは己の手を重ねた。

「さよならの言葉は、私だって残したくない」

「ミサ」

　レオンハルトは息を呑み、やがてぎゅっと唇を引き結ぶ。決意したように大きく頷き、その魔石に込められた魔力を抜いていった。

　やがてゆっくりと開かれたその手には、ただ、静かに光をたたえる蒼い魔石が残っている。

「もう、お別れの言葉なんて言わない」

「ん」

「たくさん、好きって言うからね」

「ああ」

　そう言ってレオンハルトは、多幸そうな笑みを浮かべてくれた。

　その表情を見るだけで、ミサも胸がいっぱいになる。もっと彼に喜んでほしくて、彼の首に腕を回して、ミサから求めるようなキスをした。

　雨で濡れそぼっているはずなのに、くっついている部分が熱い。ミサから身体を擦り付けると、彼も同じようにミサの身体に触れてくれる。大きな手を滑らせて胸を揉み拉き、首元に、胸元に、たくさんのキスをくれる。

　今までの印とは異なり、新たに散らされる赤がこんなにも嬉しい。ミサは頬を緩めて、彼の頭を抱え込む。

　下腹部に、熱くて硬いモノが当たっている。早く全部を彼のモノにしてほしくて、無意識にミサは自分の腰を擦り付けていた。ふと我に返り、羞恥で腰を離そうとするも、逞しい二本の腕にがっちりと抱き込まれ、離してもらえない。

「もう、ほしいのか？」

「だって」

　心臓がバクバクと煩いくらいに暴れている。以前のミサであれば、こういうとき、自分の気持ちを心の奥底に抑え込んでしまっていた。

　でも、今は違う。レオンハルトならきっと、はしたないミサのことだって受け入れてくれる。そう思えるようになったから。

「はやく、あなたとひとつになりたい」

　我慢できずに耳もとで囁くと、レオンハルトは息を呑んだ。生唾を呑み込みながら、蒼の瞳をこちらに向ける。

　羞恥で頬を真っ赤にしたミサを見て、彼は喉の奥で笑った。

「俺もだ」

　そう囁きかけながら、レオンハルトはミサの腰を支えるようにして膝立ちさせた。

　彼に導かれるままにゆっくりと腰を落としていくと、ミサの大事な部分に彼の鋒きっさきが触れる。

　もう何度も繋がってきたはずなのに、まるではじめてのように緊張する。ミサは浅く呼吸しながら、ぎゅっと彼にしがみつく。そんなミサを安心させるように、レオンハルトは優しく背中を撫でてくれた。

　ゆっくりと腰を沈め、ミサのナカに彼の熱杭が埋め込まれていくのがわかった。直接触れられていなかったのに、ミサのナカはすっかりと濡れそぼっていて、彼のモノを受け入れていく。

　そそり勃った熱杭は、ミサの蜜壷を押しひらき、やがて最奥へと到達した。

　鈍い衝撃にミサが甘い息を漏らす。ふるると睫毛が震え、その瞳がとろりと潤んだ。小さな唇から紡がれる微かな声は、やがて彼の唇に塞がれてかき消える。代わりに、寝室には肌がぶつかり合う音が響きはじめた。

　ゆっくりとナカをかき混ぜられたかと思うと、バツン、と奥を突かれる。もう何度も身体を重ねてきたからか、彼はミサのいいところなど全部知っているのだ。

　ただ、今日の彼はとても甘く優しい。ゆっくり、そして時に大胆に、ミサの身体を拓いていった。

「は……ぁ、レオ。ね、レオ」

　触れ合う肌と肌が熱い。

　無意識に彼の名前を呼びながら、ミサも何度も腰を擦り付けた。そのたびにレオンハルトも甘い息を吐き、苦しそうに眉根を寄せる。ただ、その瞳には喜色が浮かび、再びミサにキスをくれる。

　十年という時間が彼を変えた。刻み続けた皺が簡単に消えることはなく、彼の眉間にはどうしても皺ができてしまう。髪の色は一部抜け落ち、美しい夜の色だった髪は、まるで白髪のように変色してしまっているままだ。

　ミサは、自分が彼にした仕打ちを忘れない。同じく、彼がミサにした仕打ちも。

　忘れない。忘れられない。これからもレオンハルトの顔を見るたびに思い出すだろう。

　でも、それでいい。

　その分、これからたっぷり彼を愛していきたい。

　心の底から彼を幸せにしてあげたい。それが、ミサの新しい願いだ。

「レオ、すき。あいしてる」

「ああ、ミサ。俺も。君を――愛している。君だけを」

　彼の抽送が激しくなる。下から何度も突き上げられ、ミサの身体がのけ反った。でも、レオンハルトが強く抱きしめてくれて、ミサも必死でしがみつく。

　行き着くところまで行きたい。ふたりでこのまま溶け合ってしまいたい。

　そう願いながら、祈りながら、ミサは意識が流されるのを感じていた。

















第四章　彼と共に生きるために












　目が覚めるたびに、そこにはレオンハルトの顔がある。

　眉間の皺はそのままに、気難しそうな顔をして眠っている。

　――そう、眠っているのだ。ミサの前で。かつては一度も隙を見せなかった彼が。

　彼と想いを通じ合わせてから、もう何度目の朝を迎えただろう。今まですれ違い続けた長い時を塗りつぶすかのように、何日も何日も互いに求め合った。

　彼には王としての責務がある。だからこうして部屋に籠もるのは褒められることではない。でも、我慢できず、ミサもそのまま流されてしまった。

　途中で何度か、レオンハルトだけが部屋を出て行くことはあったけれども、まぐわい続けて疲れ果てた身体を癒やすように、ミサはとろとろとした眠りについた。

　穏やかな陽の光が差し込む部屋で、彼の愛を受けながら過ごす日々がいかに幸せだったことか。

　もちろん根が真面目なミサのことだ。数日経った頃には、ミサの方から日常に戻ることを提案したのだが。






「――朝議。それはどうしても出ねばならないか」

「ちゃんと出て。私はレオに立派な王さまでいてもらいたい」

「君がそれを望むなら、叶えないわけにはいかないか」

　いつもの黒いコートを纏いながら、レオンハルトは大きなため息をつく。でも、彼はどこか肩の力が抜けた様子で、眉間の皺も和らいでいるように見えた。

　蒼い瞳には生気が宿り、その微笑みは、きちんと心からの笑みであることがわかる。何よりも――。

（綺麗な濡れ羽色。光が当たると、ちょっと蒼く見えるところも素敵）

　彼の髪の色。一部の色がすっかり抜け落ち、白く変色していた部分に、元の色彩が戻りつつある。

　髪の色は魔力と直結していて、精神の安定が魔力の安定となる。ミサと心を通わせたことで、彼の魔力が安定したことが目に見えてわかった。

「いやあ、ミサちゃ――あ、いや、ミサ様、本当に助かります！　目を離すと陛下、すぐにここに籠もろうとするから」

　などと笑っているのは、かつての仲間ハンスだった。近衛騎士団長になったとは聞いていたが、性格もそう変わっていないようだ。

　十年、ずっと思い詰めていたレオンハルトの側に、彼のような人間がいてくれてよかった。なんとなく、ハンスとは同志のような気持ちになり、肩をすくめて笑い合う。

（でも、またこうして気兼ねなくハンスと会えるだなんて）

　蟠わだかまりがなくなって、レオンハルトは本当に変わった。というよりも、再び時間が進みはじめているような気がする。

　ミサもこの日は、この世界に再召喚されてはじめて、ネグリジェ以外のものに袖を通した。

　ハイネックの深い蒼のドレス。レオンハルトの執着がそのまま色彩に表れたドレスは、見た目は華やかながら動きやすい逸品だ。きっとドレスを着慣れていないミサが過ごしやすいように、彼なりに配慮してくれたのだろう。

　くるりとその場で一回転すると、フリルたっぷりの裾がふわっと広がってとても美しい。まるでお姫さまになったような気分で、少しだけはしゃいでしまった。

　レオンハルトが九年も先輩になってしまっているから、自分だけが幼いままのようで恥ずかしかったけれど、彼は目の前で嬉しそうに微笑んでくれている。

「ね、本当にいいの？」

　ミサが訊ねると、レオンハルトは困ったように目を細める。

（本当は、抵抗あるんだろうな）

　この日、ミサはひとりで外に出る。もちろん護衛はつけてもらうけれど、レオンハルト本人が許可をくれて、正式に外出させてもらえることが決まった。

　レオンハルトが、ミサが自分の目の届かない場所に行くことを極端に嫌うことはもう知っている。だから、この許可が出たのもなかば奇跡のように感じ、ミサはおずおずと彼に確認をしたのだ。

「構わん。――君を信用すると言ったろう？　俺は心の広い夫でありたいからな」

「まだ結婚してないのに」

「けじめをつけるにはそれなりに時間がかかる。――だが、その間、君を妃と呼べないのは癪だ」

　そう言ってレオンハルトは息を吐く。その、けじめをつけるという言葉に、ミサの心は擽られた。

「君のご家族に、君の無事を知らせる方法を研究せねばならんからな」

「レオ」

　温かくて、胸が疼いた。異世界召喚――すなわち、異世界から人間を転移させるには色々制限があるけれども、それ以外のものならばもっと簡単にできるのでは？　と、彼は考えてくれたのだ。

　ミサは元の世界に残してきたものが多すぎる。そういった憂いを払うために、彼も尽力してくれる。

　ミサの家族に結婚を知らせられるようになってはじめて、彼は正式にミサを妃にするつもりのようだ。その気持ちが嬉しくて、ミサは笑う。

（でも、それまで待つって約束してくれるってことは、彼の中ではもう算段がついてるってことなんだよね）

　本来なら、勝つか負けるかもわからない賭けに乗るような人ではない。だからミサは信じて待てばいい。

「それに盛大な式を挙げねばならないからな。それなりに時間は必要だ。――なに、先に子ができるのは大歓迎だ。どちらが先か後かの差だけで、結果は同じだ」

「同じかなあ」

　どうあっても、救世王にはすべてをねじ伏せるだけの権力がある。そういうことなのだろう。

（やっぱり、レオの独裁国家になってない？　大丈夫？）

　ちらっとハンスに目を向けてみると、彼も困ったように肩をすくめている。

「十年も我慢なさったのです。ミサ様のことは、多少のわがままは認めて差し上げてください」

　そう言い切ってから、ハンスはミサの前で直立した。そうして胸に手を当てて、改まる。

「今日の警護も、信頼できる騎士たちを同行させます。ミサ様、今後はミサ様の警護も、我々近衛が全力で務めさせていただきます」

「ハンス――ふふ、ありがとう」

　これからレオンハルトは、きっといい王になってくれると確信している。もちろんミサも、彼の隣で頑張ろうと心に誓う。ハンスも、それに彼を慕う者たちも、きっと協力してくれる。そんな新しい日々が楽しみでならない。

　そのためにも、今日はやるべきことがあった。レオンハルトに閉じ込められた数日間の間に、迷惑をかけた人たちに頭を下げに行く予定なのだ。

　ブリギッテには後日しっかりと約束をとりつけた。彼女とはまた、正式にお茶会をさせてもらう予定なのだ。

　ブリギッテにはいくら感謝してもし足りないし、これからこちらの世界で暮らしていく中で仲良くしたいから、改めて挨拶をしたい。

　そしてもうひとり――テレーゼだ。

　ミサが飛び出した日、ミサがテレーゼを脅して魔法鍵を開けさせたということにさせていた。その後ミサは、レオンハルトにキッチリ事情を説明し、彼も理解してくれた。だから当然、テレーゼはお咎めなしだ。しかしその後、テレーゼの方から侍女を辞めたいという申し出があったのだ。

　彼女は再び聖女として専念したいと進言し、教会へ戻っていった。

　結局、ミサは魔法鍵を開けてもらった後、彼女とは一度も顔を合わせていない。迷惑をかけたし、彼女が教会へ戻る決意をした原因は少なからずミサにある。

　なんの保証もせずに彼女を追い出したことになるのは、ミサとしても申し訳が立たない。だから、教会まで一度挨拶に行くつもりだった。

（――早めに挨拶をすませて、すぐに帰ってこなくちゃね）

　レオンハルトは寛大に送り出してくれるつもりのようだが、ミサを見る目が不安に揺れている。いくら頭でわかっていても、ミサに捨てられるのではないかという不安が消えないらしい。

　見つめ返すと、彼が気まずそうにふいっと視線を背けた。一見、表情が険しくて気難しそうな国王なのに、彼はとってもさみしがり屋なのだ。

「午前中にちゃんと帰ってくるね。お昼は一緒に食べる？」

「っ、君が、そう言うなら」

「ふふ。だったら、午前中はお仕事頑張ってね」

「わかっている」

　ぶすっとしながらも、彼の口元が緩んでいる。いくばくか安心したようで、ミサは彼の服の袖をくいくいと引っ張って、屈むようにお願いする。

「行ってきます」

　頬に軽くキスをして、ミサは城を後にした。






　久しぶりにやって来た王都の大聖堂は、相変わらず数多の人が行き交っていた。

　真っ白な漆喰の壁が印象的な建物も、一歩中に入ると色彩に溢れている。神の世界を思わせる天井絵に、草花をかたどった彫刻の入った柱。いくつも並んだ銀の燭台には火が灯り、荘厳な雰囲気を醸し出していた。

「大聖女様！　――ああ、当時と全くお変わりない姿で」

　聖女を束ねる年配の聖女頭自らが出迎えてくれる。彼女は懐かしそうに目を細め、ミサを案内してくれた。

「テレーゼは教会に戻ってきたきり、難しい顔をして部屋に籠もってしまいました。どうか大聖女様、あの子と話をしてやってください」

　それはもちろんだ。そのために、ミサはここまでやってきたのだ。

　しかし、奥のエリアに足を踏み入れようとしたところで、聖女頭がくるりと振り返る。

「騎士の皆様はここまでで。ここから先は、聖女のみが足を踏み入れられる領域です」

　確かに、ここから向こうは聖女たちの生活空間となる。基本的に男子禁制で、ミサにつけられた護衛たちも同行はできない。

　ちなみに、ミサはすでに聖女ではなくなってしまったけれど、そこは女性であることと元大聖女として免除してもらえるらしい。

　大聖女のミサにとっては、勝手知ったる建物だ。大聖女時代も神力の扱い方を覚えるために、この教会には何度もお世話になっている。

「大丈夫だから。挨拶して、すぐに戻ってくるわ。ここで待っていて」

　皆にそう言い残し、今までと同じように奥のエリアに足を踏み入れる。






　やって来たのは、テレーゼの個室だった。

　力のある聖女はそれぞれ個室が与えられる。特にテレーゼは由緒ある貴族で、聖女のなかでは群を抜いて高貴だ。さらに聖女の中でも一二を争う実力者のため、蔑ろにされるはずがない。どう見ても貴族の令嬢の私室で、女性らしい美しい家具に溢れた部屋だ。

　ミサはそこに置かれた小綺麗なソファーに座り、テレーゼと向き合っている。

（こんな人に、侍女をしてもらっていたのね）

　レオンハルトがどれほどミサのために心砕いてくれていたのかよくわかる。

（――テレーゼの本心は、ちっともわかってなかったみたいだけれど）

　レオンハルトはよく人のことを見ているはずなのに、女心には鈍感なようだ。

　ミサの本心もわかっているようで見当違いだったし、その他の女性に関してはもっとのようだ。全く興味関心がないらしい。

（私としては、一途で嬉しくはあるんだけれど）

　テレーゼはきっと複雑な心境だったと思う。

　彼女はレオンハルトに恋をしていたように見えた。だから、ミサに対しては思うところもあったろう。結果として、彼女を騙すような形で魔法鍵を開けさせてしまったし。

（きちんと挨拶しなきゃ）

　これからミサは王家の人間となる。

　聖女を統括する教会とは上手くやっていかなければいけない。できればテレーゼとも、仲よくやっていきたいと思う。彼女と円滑な人間関係を築くために、ミサは心を尽くしたかった。

「もう、決められたのですね」

　第一声がそれだった。

　何を、と言えば、きっとレオンハルトと生きること。彼の妃となることだろう。

「ええ」

　かつてのように、濁すようなことは言いたくない。ミサは、胸を張ってレオンハルトに嫁入りをする。相手がテレーゼでも、そこは曲げたくない。

「これまでありがとう。あなたにはどうしても、直接お礼を言いたかったの」

「ご挨拶もせず、申し訳ございません」

「ううん、謝らないで。テレーゼが自分で決意したのでしょう？　――私のせいで、皆に責められたり、怖い目にあったりしなかった？」

「お気遣い痛み入ります。ええ、ミサ様のおかげで、何も。皆、笑って送り出してくださいました」

　そうは言うものの、テレーゼは複雑そうに表情を強張らせたまま、こちらを見つめている。

　けれども、やはり彼女は大人なのだろう。ミサを責めるようなこともなく、すべてを理解したようにこくりと頷く。

「もう、お気付きになっていたでしょう？　――わたくしは、ずっと陛下に懸想してまいりました」

「テレーゼ」

「ふふ。こればかりは仕方がありません。わたくしでは、陛下のお心を癒やすことはできなかった。それだけです」

　テレーゼは、まるで諦めたように笑う。

　そうして、彼女はふと立ち上がる。くるりと背を向け、窓の近くへと歩いていく。窓は中庭に面しており、手入れされた美しい庭がそこには広がっている。

　窓を額縁にして、緑の絵画を背に、テレーゼはくるりとこちらを向いた。美しい青銀の髪が揺れ、紫水晶の瞳がサッと潤む。

　いつも肩に力が入り、気丈にふるまっていた彼女が、はじめてその表情に感情を浮かべた。

「ミサ様、わたくし、あなた様に祝福を贈らせていただいてもよろしいですか？」

「祝福を？」

　ミサは瞬いた。

　聖女の祝福は、とても特別なものだ。ミサも何度も祝福を求められたことはあったが、結局片手で数える程しか与えたことはなかった。

　聖女の祝福は、神の代理人として執りおこなわれる。神力を相手に与えることで、実際になんらかの能力を授けられるのだ。

　聖女も、神力の器そのものを相手に差し出すことになる。自分の才能を分け与えることに等しく、簡単に誰かにあげられるものではない。

「でも、神力が――」

「結婚が決まりました」

「え？」

「以前から打診はあったのです。陛下にはミサ様がいらっしゃる。わたくしなどいなくとも、陛下はきっと立派に務めを果たされます。ですから、打診を受けることにしました」

「そんな」

　ミサが再召喚されなければ、彼女には違った未来もあったかもしれない。そう思うと胸に苦い思いがこみ上げてくる。同時に、それでもレオンハルトを諦めることはできないと、譲れない気持ちも湧き起こった。

　そんなミサの気持ちを知ってか知らずか、テレーゼは肩をすくめた。

「じきに神力は神に返還することになりますから、その前にあなた様に祝福を。――そうすることで、陛下の役に立てることもあるでしょうから」

　処女を失った瞬間、神力は消える。それを、神力を返還すると言うらしい。彼女も聖女を辞めるつもりなのだ。

「ミサ様にはどんな才能が開花するでしょうね？　――元々、魔力も豊富ですし、これ以上新たな能力となると、神も悩まれるでしょうが」

「本当に、いいの？」

「もちろん。――ミサ様に、託します」

　そう微笑むテレーゼの言葉に頷き、ミサは立ち上がった。

　きらきらと眩しい陽光を背に佇む彼女は、正しく聖女だった。ミサの大聖女時代よりも、よほど聖女らしい聖女だ。そんな彼女を眩しく思いながら、ミサはテレーゼの前で両膝をつく。

　祝福の作法は覚えている。ミサは頭を下げ、テレーゼと一緒に神に祈るのだ。

　聖女であるテレーゼはミサの頭に手を置き、神力を流し込む――はずだった。

　かちゃり、と音がした。

　冷たい感触がミサの首に巻きついている。

　疑問に思って顔を上げたときにはもう遅い。

「本当に――本当におめでたくて、嫌になりますね。どうして陛下は、こんな小娘を選んだのでしょう？」

　テレーゼが忌々しげに眉を吊り上げている。

　まずい、と思ったその瞬間、腹に衝撃が走った。どうやらテレーゼに蹴り上げられたらしい。

　魔力によって強化された彼女の攻撃は、ミサの身体を簡単に吹き飛ばす。後ろの壁に背中からぶち当たり、ミサは声にならない声を上げた。

　ガラガラと、彼女の部屋を彩る調度品までもが一緒に棚から落ちる。それらが破壊されることにも一切の躊躇なく、テレーゼは乾いた笑みを浮かべた。

　魔力が動かない。どうにか魔法を編もうと体内の魔力を探ってみても、集めたところから綻んでいく。

（魔封じの首輪）

　本来ならば罪人につけられるはずのそれを、どうしてテレーゼが持っているのだろう。ミサは痛みに喘ぎながら、必死で考える。

　背中を打った衝撃で、呼吸することすら難しい。ヒューヒューと息を吐きながら、ミサはなんとか顔を上げた。

「テレーゼ、何を――」

「あなた、わたくしがあなたのことをよく思っていないこともわかっていたでしょうに。よくそんな人間の前で膝を折れますね？」

　ミサを見下ろしながら、テレーゼは目を吊り上げる。その表情には苛立ちと憎悪が浮かんでおり、彼女は容赦なくミサの頭を踏みつけた。

「ああっ！」

　ガン、と顔を地面に擦り付けられ、ミサは喘ぐ。それに気をよくしたのか、テレーゼは容赦なくグリグリと、ミサの顔を踏みつける。

「人を疑うことも知らないお人好し。大聖女としての力を失ったら何もできない小娘。あの方の足を引っ張ることしかできないあなたが、あの方の側に侍ることなど許されません」

　そう言いながらテレーゼは左手を挙げた。すると、中の様子を見ていた誰かが窓に手をかける。どうやら施錠されていなかったらしく、三人の男が部屋に侵入してきた。

　皆、三十前後の冒険者のようだ。目立たぬ色彩の旅装束を身に着けた三人は、テレーゼの側まで歩み寄り、ミサを見下ろす。

「どうして、男の人が」

　このエリアは男子禁制だ。実際、入り込めるような場所ではない。

「気にするのはそこ？　本当に、残念な方なのですね。――まあ、いいわ。早く連れて行きましょう」

　そう言いながらテレーゼはパンパンと手を叩き、男たちにミサを運ぶように指示する。

　テレーゼの魔法か、ミサの身体は痺れで満足に動けなくなっていた。こんな魔法、ミサの魔力が解放されていればどうとでもできたはずなのに、魔封じの首輪のせいでそれもままならない。

　手首を縛られ、口を押さえられたまま、三人の男たちに担ぎ上げられる。そのまま中庭から教会の裏口の方へと連れて行かれた。

　そこには荷馬車が待っていた。荷台には幌ほろがかけられていて、その中に入れられてしまえば周囲からは見えなくなる。

　ミサは手首を縄で縛られたまま、乱暴に投げ込まれた。同じく荷台には、男がふたりとテレーゼが乗り込んでくる。ひとりが御者として馬車を走らせ、他のふたりでミサの見張りをするつもりなのだろう。

「いったい、どこ、に」

　痺れで舌が回らなくなってくる。ミサが拙いしゃべり方で問いかけると、テレーゼは嘲笑を浮かべた。

「最終的には外国へ行くつもりです。大聖女でなくなったとしても、あなたを飼いたいとおっしゃる方が大勢いらっしゃいますから。皆さま、本当に物好きですね」

「どうして……あなた、まで」

　ミサの問いかけに、テレーゼはあきらかに不機嫌そうな表情をした。

「どうせあの方は、今回の事件の犯人がわたくしだと特定なさる。そうしたら、確実に殺されるでしょう」

「だったら！」

「わたくし、別に、殺されてもいいのです」

　にっこりと、彼女は言い切った。

「あの方との未来がないのでしたら、あの方の手にかかりたい。そう思うのは、おかしくないでしょう？」

「……何を」

　言っているのだろうか。さっぱりわからない。

　満面の笑みを浮かべるも、その目はちっとも笑っていない。ただ、テレーゼは本気のようだった。

「――でも、あなただけは許せません」

　彼女の表情が歪む。うふふ、と上品に笑いながら、ハッキリと宣言した。

「だから、あなたには結婚できない身体になっていただこうかと思います」

　スッキリした声で宣言するなり、男たちが下卑た笑い声を上げる。睨め付けるような視線が投げかけられ、ミサは身体の芯から震えが湧き起こってくるのを感じた。

　男のひとりが、ミサの顎を掴んだ。力の加減などしてくれない。顎の骨がミシミシと痛み、ミサは喘ぐ。

　手首を縛られている上、魔法のせいで身体が痺れて動かない。まともに抵抗できず、ただただ睨みつけることしかできない。

「よく見たら結構地味な顔なのな。女なんてよりどりみどりだろうに、救世王サマも変わった趣味をお持ちだ」

「もう大聖女でもないんだろ？　なのにこだわるってなァ。よほど、あっちの具合がよかったのかもしれん」

　口々に言いたいことを言われ、息を呑む。

　こういった手合いには、かつて何度か絡まれたことがある。けれど、大抵仲間に囲まれているときで大事にはならなかったし、絡んできた人間とその後会うようなこともなかった。

　今考えれば、ブリギッテが言っていたように、レオンハルトが裏で何かしていたのだろう。本当に、いつも護られ続けてきたのだ。

　でも、テレーゼは彼の信頼を勝ち得てきた聖女。レオンハルト自らが選んで、ミサにつけてくれた人間だ。レオンハルトはこの現状に気付いて、助けに来てくれるだろうか。

（マズイ、自分でなんとかしないと）

　しかし、魔力を封じられ、こうして縛り上げられてしまったらどうしようもない。

　すっかり痺れが回り、いよいよ声が出なくなってきた。叫んで助けを呼ぼうとしても、ままならない。

「へぇ、かの大聖女様も怖がったりするんだな。これはこれで楽しめるか」

　震えるミサを見て、男のひとりが楽しそうに口の端を上げる。ガタン、ガタンと激しく揺れる馬車の中、その衝撃がいちいち痛い。

　ミサはその痛みに顔をしかめながらも、どうにか目の前の男を睨みつける。

「救世王に愛された大聖女を手籠めにできるなど、光栄なことですよ。――わかっていますね？　もう妊娠が望めないよう、徹底的に壊してください」

　テレーゼの言葉にハッとした。

　冷たい汗が背中に流れる。彼女は本気だ。自分が処罰されることも厭いとわずに、ミサを潰そうとしている。

「ハッ！　恐い怖い。ま、こちとら命を賭けた遊びですからね。もちろん楽しませてもらいますよ」

「オレは金だ。危ない橋を渡るんだ。報酬ははずんでくれよな」

「ええ、もちろん」

　恐怖に顔を引きつらせると、ようやく、テレーゼが満足するように笑った。

「んじゃまあ、御者してくれているアイツにゃ悪いが、先にいただいちまうか」

「おいおい、いいのかよ。そこに聖女サマもいるぜ？」

「下品な趣味は持ちあわせていません。ですが――」

　はらりとテレーゼの前髪が落ちる。影になった前髪の隙間から、紫水晶の瞳がギラリと光った。

「わたくし、生半可な覚悟ではありませんの」

　瞬間、ふたりの男の腕が伸びてきて、ミサは震えた。

　路地裏の人の少ない場所でも走っているのか、荷台で暴れたところで問題がないらしい。

　男たちはミサのドレスを脱がしにかかった。ブローチを外し、片方が懐へしまい込む。もうひとりはリボンを解き、乱暴にボタンを引きちぎっていった。

　どうにか抵抗しようと身体を捩ろうとするも、頬を強く殴打され、その痛みに喘いだ。ガタガタと揺れる車内で、ミサは自分の身体を支えることもできずに転がる。

　男のひとりがナイフを持ちだし、ミサのドレスを引き裂きはじめる。白い太腿が露わになり、ミサは恐怖で身体を縮こまらせた。

「すげえな。さすが大聖女様。傷ひとつねえ」

「いや、こっち見てみろよ。すごいぜ」

　もうひとりがボタンを引きちぎった襟元を広げ、胸元を晒す。そこには数多の所有の証がミサの肌を赤く染めていた。

「こりゃあ、そっちの聖女サマも腹が立つよな。ここまであからさまに見せつけられたとあっちゃあ」

　そう言いながらも、男はニヤニヤと楽しそうに笑っている。

「気合いを入れて塗り替えてやらねえとなァ」

　いよいよ男の顔がミサの胸元に近付いたそのときだった。

　――一閃。

　幌を真っ二つに切り裂く閃光が走ったように見えた。

　次の瞬間には大きな衝撃が襲ってくる。

　ドォォォン！　という音が遅れて耳に届いた。ミサの視界が爆風で塞がれ、顔を背ける。

　砂埃が舞い散り、目に入らぬよう瞼を閉じたそのとき、誰かがミサの身体を強く抱きしめてくれたのがわかった。

　あまりに一瞬のことで、何が起こったのかよくわからない。ただ、ミサの身体を抱きしめてくれた誰かは、そのまますぐにその場から跳躍する。

　ふわりと後ろに大きく跳んだ気配があり、ようやくミサはその目を開けた。

　先ほどまで自身が乗っていた幌馬車が真っ二つに引き裂かれている。馬は暴れて前側の荷台を引きずったまま逃げ、振り落とされた御者が恐怖で動けなくなっていた。

　ミサを暴いていた男のひとりは崩れた幌の中で藻掻き、なんとか抜けだしたもうひとりは、こちらを見るなりアワアワと震え出す。

　そしてテレーゼも、その場にしゃがみ込んだまま、静かに震えていた。

　ぎゅっと、ミサを抱きしめる腕に力が籠もる。ミサは呆けながらも、自分を抱きしめてくれたのが誰なのかきちんと理解した。

　男の右手には、鋼色の長剣が光っている。刀身は長く、本来は腕一本で扱えるような代物ではない。けれども彼はそれを易々と振り、幌馬車を一刀両断したというわけか。

　そして今は、もう片方の腕でミサを強く抱きしめたまま、ずっと、ずっと震えている。

「――大事ないか」

　絞り出すような問いかけに、ミサは唇を引き結んだ。

　彼――レオンハルトはミサの肩口に顔を埋め、動けないでいるようだった。

　ミサのはだけた胸元。引き裂かれたドレスの裾。何があったかなど一目瞭然だろう。

　どうにか身体を捩って彼に寄りかかることで、はだけている部分を隠すも、彼はまだ震えていた。

「来るのが遅くなった。すまない」

「ううん。……いいの、だい、じょうぶ」

　痺れながらもなんとか返事をしたところで、彼がようやく顔を上げた。目が合った瞬間、彼がうっと呻く。空間魔法で長剣をしまい込み、あいた右手でミサの頬に触れた。

　どうやら殴打された衝撃で、酷いことになっているようだ。口の端も切れているらしく、鉄の味がすることに今さらながら気がつく。

　彼の蒼い瞳が揺れ、次の瞬間には唇が落ちてくる。

　彼の熱を感じてようやく、ミサも助かった実感が湧いてきたらしい。安心して彼にもたれかかる。

　次の瞬間には、ミサの身体が軽くなった。どうやらレオンハルトが、ミサにかけられた痺れの魔法を払ってくれたらしい。

　ミサは自分の力で地面に立ち、改めて彼に抱きついた。すると、ぽんぽんと彼が大きな手で背中を叩いてくれる。

　心が凪いでいく。

　この大きな手は、いつもミサを護ってくれる。そのことを実感し、胸が熱くなる。

　バタバタと、レオンハルトから遅れて数多の騎士たちが駆けつけてくるのがわかった。狭い路地の両側を取り囲み、男たちを決して逃がすまいとしている。テレーゼたちを完全に包囲したところで、ミサの頭上から低い――あまりに低い声が聞こえてきた。

「貴様ら、死にたいようだな」

　ヒィッ！　と、男たちが悲鳴を上げるのがわかった。そんな中で、テレーゼだけが静かに震え続けている。レオンハルトから一切目を逸らさず、むしろ何かを訴えかけようとせんばかりの表情だ。

「ミサに乱暴を働いたんだ。単純に殺すだけでは、俺も気がすまぬ」

　怒気を孕んだ魔力が放出された。その力に圧倒され、ひとりの男はその場で泡を吹きながら意識を失う。他の男たちもガタガタ震えながら、口々に命乞いをはじめた。

「違う！　オレたちは雇われただけなんだ！　そこの女に」

「そ、そうだっ！　だから命だけは――っ!?」

　言い切る前に、レオンハルトが閃光を放った。その閃光は男たちの側をすり抜け、すぐ近くの地面にぶち当たる。大きな音を立てながら、粉々に砕けた石が飛び散り、男たちの身体を打った。

「ぎゃあああ！」

「痛ぇ！　お許し！　お許しを……っ!!」

　懇願されても、レオンハルトが手を止めることはなかった。次々と魔法を放ち、幾度も男たちを傷つける。男たちは頭を抱えながらその場に蹲うずくまり、ただ耐えることしかできない。

「レオ……！」

　ミサが声をかけてようやく、彼はハッと息を呑んだ。魔法を放つ手を下げ、ぎゅっと眉間に皺を寄せる。

　そうして長い沈黙の後、大きく息を吐き、「連れて行け」と短く命じた。

「――君に見せるものではなかったな」

　そう苦々しく吐き出すレオンハルトに向かって、ミサはぎゅっとしがみつく。

「ううん、大丈夫。――ちゃんと、受けとめるから」

　かつて、彼は残酷な仕打ちをミサの目に入らない場所で済ませようと働き続けた。だから、ミサはいつまでもレオンハルトの裏の顔を知らずにいられた。それは、当時のミサにとっては楽なことだったかもしれない。

　でも、今は、そんな裏の顔も全部ひっくるめて、レオンハルトのことを知りたいと思っている。

　ミサはぎゅっと拳を握りしめ、テレーゼに目を向けた。同じように、レオンハルトも彼女を睨みつける。

　彼は己のコートを脱いでミサの肩にかけ、前へと歩いていった。一歩、二歩と近付くたびに、テレーゼの表情が強張る。けれども、彼女はただただその場に座り込んだまま。

　ミサはコートの前をぎゅっと握りしめ、レオンハルトの横に並んだ。ふたり並んだ瞬間、テレーゼは訴えかける。

「どうして！　どうしてその女なのですか!?　わたくしは！　わたくしの方がずっと！　あなた様に――」

「俺に？」

　あまりに温度のない声に、テレーゼはひゅっと息を呑む。震える拳を握りしめ、声を張り上げた。

「あなた様に相応しいはずなのに！」

　大きな声を出すと、いくばくか舌が回りはじめるらしい。彼女はバンッと己の胸を叩き、主張する。

「どうして？　その女が姿を眩ましている間、誰よりも側であなた様をお支えしたのはわたくしです！」

　テレーゼは止まらなかった。

「どの令嬢よりも、わたくしは陛下に忠実であり続けました！　あなた様の妃の座を狙って、盗みを働こうとする痴しれ者たちとはわけが――」

「どうしてそれを知っている」

「え……」

　テレーゼは目を見開いた。

　そして、自分が犯してしまった間違いに気がつき、ハッとする。

「おかしいと思っていた。ミサが、突然コレの存在を気にしはじめるのはな」

　そう言いながらレオンハルトは、己の胸元を押さえる。そこに何があるのか知っている者自体少ないのだろう。

　かつて、数々の令嬢がそのネックレスに触れようとして、排除されたという話は聞いた。しかし、そもそもネックレスの存在自体、知っている人間は限られそうだ。

「誰かがミサに、コレのことを伝えたに違いない。伝えられるとしたら、貴様しかいない。――そうだろう？」

「……っ」

「俺の周りに湧いてくる令嬢が、ことごとくコレに触れようとするのも、どこに情報源があるかと思っていたが――」

　数々の令嬢を、レオンハルト自ら斬り捨てるように仕向けた。そそのかした彼女に罪がないとは言い切れない。

「貴様だったのか、テレーゼ」

　レオンハルトの纏う空気が凍りつく。

　テレーゼは噛みあわない歯で音を立てながら、動けないでいた。けれども何かを覚悟したのか、胸の前で両手を握りしめる。

　レオンハルトが再び長剣を取り出した。右手にその長剣を構え、真っ直ぐ振り上げる。

　今まさに振り下ろされそうになった瞬間、ミサはレオンハルトにしがみついた。

「――ミサ？」

「駄目よ、レオ」

　ミサの呼びかけに、レオンハルトは片眉を上げる。一気にその表情が硬くなるも、ミサの主張を聞いてくれる気はあるようだ。

「この場で斬り捨てるのは簡単だけど――それだけじゃ、いけない」

　ミサが姿を消した十年間、レオンハルトは救世王として即位したものの、苛烈な独裁政治により人々は萎縮するようになった。

　本来、彼は賢王になる資質があるはずだ。ミサは彼に幸せになってもらいたい。そのためには、この国が幸せである必要があると考えている。

　王としての正しい在り方なんて、ミサにはわからない。でも、激情に任せて斬り殺すことが許されるのは、絶対に違うと思えた。

「この女！　口を挟まないでっ！　嫌よ！　ここで！　陛下の手で殺してっ！　陛下!!」

　そんなテレーゼの主張に、レオンハルトはピクッと表情を強張らせた。こめかみを押さえながら、深く息を吐く。

「――なるほど、この場で殺すのは簡単か」

　どうせ死ぬなら、レオンハルトの手にかかりたい。テレーゼはそう言っていた。そんな彼女の望みを易々と叶えてあげるほど、ミサも甘くない。

「正しく裁かれなさい」

　それが彼女にとって最大の罰だ。

　レオンハルトに殺してもらえるわけでもなく、ミサが彼と結ばれるのをその目で見て、ひとり正しく裁かれるべき。

　彼女の主張通り、彼女は実際レオンハルトをよく支えたのだろう。けれども、そこに歪んだ想いがあったのも事実なのだ。

「その女を連れて行け」

　レオンハルトが周囲の騎士たちに呼びかける。

「嫌よ！　やめて！　殺してください！　陛下ぁ!!」

　彼女の悲痛な叫びに、レオンハルトはぎゅっと唇を噛みしめる。そうして、ふるふると首を横に振った後、静かに吐き出した。

「――君には幻滅した。残念だ」

　幻滅。テレーゼにとっては、そのひと言が何よりも絶望だったらしい。

　両目を見開いたまま、何も言えなくなってしまう。焦点の合わない目で、カタカタと震えながら、彼女は騎士たちに連れられて見えなくなった。

　大勢の騎士が破壊された馬車を検証していく。テレーゼたちに余罪がないか調査をするのだろう。

　レオンハルトによって粉砕された地面は、彼が命じてきちんと修繕させるようだが、皆が忙しなく動くのをミサは呆然と見ていた。

　ミサが妃になるというのは、こういうことだ。

　いつ、こんな事件が起こってもおかしくない。

　かつて、世界を救う旅をしていた頃は、自然や黒蝕、魔物が相手だった。

　けれどもこれからは、国と人。今まで、ミサが見なくてすむようにレオンハルトが隠してくれていたものも、ちゃんと見ていきたい。

　そう思いながら、ミサはテレーゼが連れて行かれた先の道を、いつまでも見つめていた。

「――ミサ」

　がばりと、後ろから腕が伸びてくる。

　力強い腕だった。先ほどまで気丈にふるまっていたが、ミサを抱きしめる二本の腕はまだ震えていた。

「来てくれて、ありがとね。――怖かった」

「いや、遅くなってすまなかった」

「ううん」

　皆に恐れられる救世王。そんな彼が、こうも怖がりだということを知る人が一体どれだけいるだろう。

　ミサの愛する臆病者。彼の腕を包み込むように抱きしめ返し、ふたりはじっと寄り添っていた。






　城に戻ってきたときには、とっくに約束していた昼を過ぎていた。

　すぐに帰って来ると言ったのに、それでも心配だからと待ちきれなくなって、大聖堂まで直接迎えに来てくれていたらしい。そこでミサが奥のエリアから全然出てこないことを訝しみ、発見に至ったのだという。

（いつまでも私から目を離せないのはやりすぎだけど、今回ばかりは助かった）

　ミサの身体と心も、自分が考えている以上に恐怖に晒されていたらしい。部屋に戻ってふたりきりになるなり、レオンハルトから離れられなくなる。

　縋るようにしがみついたまま、彼の温もりを感じていた。

「待ってくれ、今、医師が」

「ううん」

　人を呼ぼうとした彼を、ミサの方から止める。

「まだ、あなたと――」

　ふたりきりでいたい。そんな声が漏れそうになって、ミサはハッとした。

「っ、駄目よね。レオは事件の事後処理もあるし、行かなきゃ、よね」

　ミサだって、唇を切った他、頬も痛むし、背中もかなり強く打っている。本来は聖女の治癒術に頼りたいところだが、今は少しそれが怖い。だから医師を呼んでいるのもわかるのだ。

　安易にわがままを言ってはいけない。彼は王だ。――なんて思うけれど、離れたくないのはレオンハルトも同じだったらしい。

「ミサ――」

　唇が落ちてくる。ミサも自然と目を閉じて、その唇を受け入れた。

　皆がいる場所では、軽くくっつけることしかできなかった。でも本当は、もっと深くその熱を感じたい。ミサが彼の首に腕を回しぎゅっとしがみつくと、レオンハルトも心得たとばかりにミサを抱き上げる。

　奥の寝室にまで連れて行かれ、そっとベッドの上に下ろされた。

「ん、んん……んぅ……」

　くっつき合っている唇が熱い。分厚い舌が絡み合い、ミサも必死で彼を求めた。

　大きな手がするするとミサの身体を滑り、彼に貸してもらっていた黒いコートを剥ぎ取る。破かれ、乱れたドレスを丁寧に脱がしながら、彼の唇はミサの身体の至るところに落ちていった。

「ぁ、あ、待って、レオ」

　ドレスを引っ張りながら、くるりと身体を反転させられる。ミサの背中が剥き出しの状態で晒され、彼はぎゅっと眉間に皺を寄せた。

　ミサ本人からは見えないけれど、やはり背中も酷いことになっているのだろう。

「痛むか？」

「ちょっと。――でも、本当にただの打ち身くらいで」

「……っ」

　すぐに彼が医師を呼ぼうと立ち上がるも、それをミサが止める。レオンハルトの服の袖を掴み、ふるふると首を横に振った。

「わがままを言っているのはわかってる。でも、私――」

「ミサ」

「今、あなたに抱いてもらいたい」

　するっと欲望が口に出て、ミサ自身も驚いた。

　レオンハルトも息を呑むけれど、すぐにミサの元へと戻ってきてくれる。そして纏っているシャツを脱ぎ捨て、ミサに手を伸ばした。

「本当に無理はないな？」

「うん」

「わかった」

　こくりと頷き、彼はもう一度深い口づけをしてから、ミサの身体中にキスを落としていく。白い肌にくっきりと青い痣が浮かんでしまっており、それを痛々しそうに見つめながらも、彼は何度も吸いついた。

　それはまるで、傷つけられたミサの身体を塗り替えるかのような行為だった。見知らぬ男に触れられ、組み敷かれそうになった部分が、彼の口づけで清められていく。

　強く掴まれた手首、睨め付けられるように見られた首元、危うく触れられそうになった脚――それらを、彼が丁寧に愛撫していく。少しじれったいようなもどかしいような動きに、ミサの睫毛はふるると震え、甘い息を吐いた。

「――ここは、触れられていないな？」

　内腿にキスをされ、ミサは息を呑む。こくこくと頷くと、彼は安心したように息をつく。そうして彼は、いよいよミサの下腹部に顔を寄せた。

「ぁ……っ」

　少しこそばゆいような、緊張するような不思議な感覚。レオンハルトはミサの腿を開かせ、蜜口に直接唇を落とす。

　ふに、と柔らかい感触。彼は幾度か蜜口にキスをして、やがてナカに舌を伸ばした。

「ぁ、レオ、それ……」

　緊張で膝が震える。脚を閉じてしまいそうになったところを、ガッシリと彼に掴まれ、直接刺激を与えられた。

　彼の舌がミサのナカを拓いていく。膣壁を擦って舐め取ったかと思うと、こんこんと湧き出る蜜を吸い上げる。じゅるるとわざと音を立てながら啜すすられると、淫靡な音にミサの身体が反応した。余計に蜜が溢れ、お腹の奥に熱が籠もっていく。

「ぁ、はぁん……」

「いいな、もっと感じてくれ」

　レオンハルトは喉の奥で笑いながら、今度は指の腹で花芽を捏ねはじめる。くりくりと弄ったり、爪で弾いたりするたびに、ミサの身体は跳ねた。

「レオ……もう、私……」

　すっかり火照った肢体が切なくて仕方がない。早く彼と繋がりたくて、ミサはとろりと潤んだ目を細める。甘い吐息が漏れ、微かに彼の名前を呼んだ。でも、彼は焦らすようにミサの身体を愛撫するばかり。

　もどかしさでミサは上半身を起こした。

　レオンハルトも顔を上げ、どうしたと問うようにこちらに顔を向ける。そんな彼に向かって、ミサは自ら手を伸ばした。

　引き締まった筋肉に、いくつもの古傷。それを辿るようにして、ミサはするすると手を滑らせる。やがてその手は彼の下腹部に辿り着き、こんもりと盛り上がった場所に触れた。

「ミサ……？」

　カチャカチャとベルトを外し、トラウザーズのボタンに触れる。プチン、とそこを外すと、収まりきらない彼の欲望が顔を出す。下着をずらして現れた彼の男根を、ミサは自ら手で触れはじめた。

「ね、レオ」

　きゅっと指先に力を入れながら上下に扱き、呼びかける。レオンハルトの頬がサッと朱に染まり、なんだ、と彼は呻くように呟いた。

「私だってあなたに、よくなってほしい」

　いつも彼に与えられ、護られるばかりだ。

　でも、これからは変わりたい。ミサだって、彼の役に立ちたい。そんな気持ちがミサを突き動かす。

「っ、ミサ、待て、それは――」

　裏筋を伸ばすように親指で押さえ、上下に強く擦りあげる。彼の欲望はあまりに太く、片手では扱ききれない。だからミサは両手を使って丁寧に扱き上げた。

「くっ、ぅ、ミサ……」

　彼は戸惑いながらも、目を細めながら、荒く息を吐いた。

　ミサの拙い愛撫でも、彼に感じてもらえている。それがとても嬉しくて、ミサは一生懸命に彼の男根に奉仕する。

　同時にミサももっとくっつきたくて、彼の胸元に顔を寄せる。彼がいつもやってくれるように、首元に、胸元にキスを落とすと、彼も負けじとミサに手を伸ばしてきた。片手で胸を揉み拉きながら、もう片方を蜜口に伸ばす。そうして深く拓いていく。

「ぁ、あ、レオ、んんっ」

「く、ミサ……っ」

　互いに高め合い、いよいよ我慢できなくなったらしい。レオンハルトはミサの身体を押し倒し、下着と一緒に自身のトラウザーズを脱ぎ捨てる。倒れ込むミサに覆いかぶさり、先走りの光る鋒をミサの蜜口に押しあてた。

　すっかりと蕩けた蜜壷は、凶悪なレオンハルトの熱杭を呑み込んでいく。すっかりとミサのナカは彼の形に作りかえられていて、彼のくれる熱に全身が歓喜した。

　ようやく彼とひとつになれた。

　満たされる。胸がいっぱいになって、ミサは顔をくしゃくしゃにする。

　そんなミサの顔を覗き込みながら、レオンハルトも表情を緩めた。

　それは優しい微笑みだった。眉間にくっきりと残って消えなかった皺がようやく薄れ、眦まなじりを下げる。これが彼の本来の微笑みだと理解し、ミサは涙した。

「ミサ……？」

　突然溢れた涙に、レオンハルトはいくばくか動揺したらしい。わたわたとミサの涙を拭おうと伸ばされた手を、ミサははしっと掴み取る。

「駄目。もっと、笑ってて」

「え？」

　大きな手だ。苛酷な戦いを幾度も経験してきた、英雄の手。救世王と人々は呼ぶけれど、彼の旅路はそんなにも綺麗なものではなかったはずだ。

　ミサがいなくなってしまったからこそ、経験しなくてよかった多くの苦難を乗り越えてきた手。ミサはその手に頬を擦り付け、ゴツゴツとした感触にうっとりと微笑む。

「あなたの笑顔が見られたのが嬉しくて、泣いているの。だから、もっと――」

　自然とこぼれ落ちる涙が、彼の手を濡らしてしまう。けれど、この涙は嬉しい涙だ。このまま流していたい。

「……ミサ」

　レオンハルトは目を見張るも、すぐに安堵するように息を吐く。そうして彼も表情をくしゃくしゃにしながら、眩しそうに目を細めた。
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　険が取れ、柔らかい笑みを浮かべた彼は、もう一度ミサにキスをくれる。そうしてゆるやかに、腰を動かしはじめた。

　円を描くように奥をかき混ぜる。焦らすように何度も奥を擦りながら、やがて彼はゆっくりと抽送をはじめた。

「ん……あ……っ」

　ばつ、ばつ、と肌がぶつかる鈍い音が響く。ゆっくりとした動きに、彼の形を教え込まれるような心地がして、ミサは喘いだ。

　嬉しい。全部彼に染めてもらいたい。

　全身を打った痛みなどどこかへいってしまった。それよりも今は、彼が与えてくれる熱に夢中で、ミサも自然と腰を揺らす。その擦り付けるような動きに、レオンハルトも気をよくしたのか深く笑った。

「もっと君に――俺に夢中になってもらいたい」

「なってる、もう」

「いや、もっとだ。俺のことしか考えられないくらい。――俺は」

　ふるふると、快楽に溺れるミサの髪を梳かしながら、レオンハルトは囁きかける。

「もう十年、君のことしか考えていなかった。俺の愛を、君は受けとめきれるか？」

　そんなの、答えは決まっている。

　レオンハルトも、以前のように不安で瞳は揺らさない。ミサの答えなど知ってくれているのだろう。それでも、何度だって聞きたいというおねだりだ。

「もちろん。――ね？　レオ、来て？」

　両手を伸ばして、彼を抱き込んだ。それが合図になり、レオンハルトは激しく腰を打ちつける。ミサの膣内を容赦なく押しひらき、衝動のままに貪り尽くす。

「ぁ、ああ！　レオ……っ」

　その激しすぎる抽送に、ミサの身体が跳ねた。振り落とされないように彼にしがみつきながら、はくはくと息をする。

　ミサのナカが悲鳴を上げるように締まった。そのたびに、レオンハルトも苦しそうに息を吐く。

　けれども、欲は膨らむばかりだ。この激しいまぐわいで溶け合ってしまいたくて、ミサは目を細めた。

「ぁ、あん！　あ、……レ、オ……っ」

　蕩けた表情で、言葉にならない声を上げる。その声に、レオンハルトもぎゅっと眉根を寄せ、何度もミサの名前を呼んだ。

　彼の額からぽたりと汗がこぼれ落ちた。濡れ羽色の髪を振り乱しながら、何度も何度もミサを穿つ。情欲のままに腰を打ちつけ、喋る余裕もなくなった彼の様子に、いよいよ終着が近いのだと悟る。

「きて、レオ……お願い、きて……！」

　必死で呼びかけるミサの声に、レオンハルトの動きが激しくなる。いよいよ上りつめた彼は、その昂ぶりをミサのナカに叩きつける。

　白濁が腹の奥に吐き出され、びゅくびゅくと脈動しているのがわかる。同時にミサも波に呑まれ、視界が弾けた。

　彼の呼吸が荒い。

　ミサを貪ることに夢中で、まともに話すこともできないようだ。

　同じようにミサも果て、互いにくったりとしたまま心臓の音を聞いていた。体温が心地よくて、いつまでもこうしてくっついていたい。

「ミサ」

「ん」

「愛している」

　ああ、幸せだとミサは思った。

　そして、誰よりもこの人を幸せにしたいと、強く願う。

「これからもずっと、側にいてくれ。俺は――」

　彼の腕に力が籠もる。

　強引なクセに。離すつもりなんてないくせに。懇願するように、寛大な言葉で覆い隠しながら、臆病者の瞳を向ける癖は今後も変わらないのだろう。

　望むところだ。

　ならばミサから勝手に、彼の檻に囚われてあげる。

「喜んで。――レオ」

　好きなだけミサを縛るといい。それで彼が安心するのなら、いつだって彼の隣に寄り添おう。

　十年。彼を孤独にさせた時間は取り戻せないけれど。ずっと。もっと。幸せに満ちた毎日を過ごしていきたいから。

「愛してる。あなただけを」

　レオンハルトの目が見開かれた。ゆるゆるゆると表情は和らぎ、やがて多幸そうに笑う。

　落とされた口づけは、幸福の感触がした。

















エピローグ












　カランカランと鐘が鳴る。

　雲ひとつない青空に、白い鳥が羽ばたいていく。

　ミサはその青い空を見上げながら、これまで過ごしてきた日々を思い出していた。

　再召喚されて八ヶ月。最初はわけもわからず、苦い思いもしたけれど、レオンハルトと想いが通じ合ってからは素晴らしい日々だった。

　ここ数ヶ月で救世王が大きく変わったことは、国中ですっかり噂になっていた。

　ミサがこの世界に再召喚され、彼が最愛の人を手に入れた。彼の渇いた心が満たされて、十年前のように、民を想い、慈しみ、善政を敷く為政者に戻ったのだと人々は大いに喜んだ。ミサも民から大歓迎され、それなりに頑張れているような気がする。

　少なくともミサが隣にいると、レオンハルトの機嫌が大幅に上昇する。そのせいか、常に王の側にいてくれと懇願する臣下も少なくない。

　もちろんそのつもりだ。

　レオンハルトはミサの自由を保障しようと、たくさんの気遣いをしてくれるようになった。寛大な心でミサが過ごしやすいように心砕いてくれるが、本心は全然違うところにあることをミサは知っている。

　どんなときも、視界にミサがいないと彼は安心できない。救世王とは名ばかりの、臆病な王なのだ。

　だからミサは自ら望んで彼の側に立つ。どんなときも、彼が安心できるように。手を伸ばせば抱きしめ、口づけができるように。それがミサの役割で、幸せなのだ。

　もちろん、その幸せのために犠牲になったものは多い。

　十年という時間の中で、レオンハルトは数え切れないほどの人々を処断した。確かに、犯された罪は重いものも多かったようだけれども、彼が感情を抜きにして正しく裁いたかと問われれば、返答するのは難しい。

　苛烈な独裁者。それが救世王の背負う十字架だ。これから彼は、この国を変えていくため、彼自身が変わらなければならない。

　人々が彼への恐怖から解放され、本当の意味で穏やかに笑えるようになるには、やるべきことが山積みだ。

　テレーゼは数多の令嬢を陥れ、ミサ自身に危害を加えた罪で処刑された。そのせいで、彼女の生家であるプロイセ家を含む一部貴族の勢力が弱体化した。

　長きに渡る粛清で、この国では貴族がかなり減った。国をまとめ上げていくのに、いちからやり直していかねばならない。

　救世王の背負うものは、少なからず彼の罪から来ているものだ。それをミサは、彼と共に背負いたい。

「いい天気だな」

　バルコニーから外の景色を見つめていると、後ろから声がかけられた。

　ミサは純白のドレスを翻し、声のした方へ振り返る。

　青い空を背景に、白のドレスがきらきらと映えている。

　ウエディングドレスは白がいい。そんなミサのリクエストに応えて、レオンハルトが国一番の職人に作らせたドレスだ。ミサは地味な顔だけれど、このドレスのおかげで、それなりに王妃っぽく見えるだろう。

　微笑むミサの元へ、レオンハルトが歩いてくる。

　そんな彼もまた、ミサと揃いの白いコートを身に着けている。普段から黒いコートしか身に着けなかった彼も、この日ばかりは眩いくらいに華やかだった。すっかり濡れ羽色に戻った髪が、太陽の光を受けて輝き、たっぷりと刺繍の入ったコートが艶めく。

　眉間の皺はこのところかなり薄くなり、やつれて落ち窪んでいた目も、隈が取れて涼しげな印象に変化した。顔色はよくなり、昔の面影がかなり蘇っている。

　王というのは見映えも大事で、すっかりと明るい印象になった光の救世王は、人々からの人気も急上昇中というわけだ。

　ミサも、その甘いマスクに騙されて、ころころと笑う。

（内心は、臆病で、重たくて、どろどろで、厄介な人だけど）

　そういうところ、全部ひっくるめて愛している。そしてミサは、そんな愛している人の元へお嫁に行けるのだ。

「――綺麗だ、ミサ」

　眩しそうに目を細めながら、レオンハルトが近付いてくる。

「そう、かな。ふふ――ありがとね。白いウエディングドレスを着るのが昔からの夢だったの」

　頬を染めながら、ミサはもう一度、遠い空に目を向けた。レオンハルトはそんなミサの隣に立って、一緒に空の向こうを見つめている。

（お父さん、お母さん、みんな――私、ここで。この地で幸せになるね）

　面と向かってサヨナラを言うことはできなかった。このドレス姿を見せてあげることも叶わなかった。

　白いドレスが着たいと言ったとき、レオンハルトに元の世界の風習について伝えた。そのときに、両親にも見せたかったとぽろりと溢していたのだ。

　今のミサの気持ちを、レオンハルトはちゃんと汲んでくれているのだろう。ぽんぽんと肩を叩いて、抱き寄せてくれる。

「ふふ、大丈夫。お手紙、届けてくれるのでしょう？」

「――ああ、必ず」

　かつての約束を、彼は護ってくれた。

　ミサが元の世界に残してきたものはあまりに多い。だからせめて手紙だけでも届けられないかと研究してくれたのだ。

　ミサが元の世界に戻ったときのように、こちらからあちらへ転移することも不可能ではない。人を送るには複雑な条件もあり、それだけ強力な神力がいるが、手紙ならばそこまで大きな神力は不要だ。

　ミサと血の繋がる家族の元へなら、一ヶ月に一度程度なら手紙を送れるだろう。――レオンハルトはそれを約束してくれて、また泣いてしまったのはつい先日のできごとだ。

「綺麗な世界ね――」

　これから愛を誓い合う前に、この景色を見られてよかった。

　かつて、ミサとレオンハルトが護ったこの世界。そして今度は、この景色を護っていく存在になる。

　護るべきものの大きさを知り、ミサは大きく息を吸い込んだ。

「――うん、覚悟はできたわ。行きましょう、レオ」

「ああ。――我が妃よ」

「ふふっ、気が早いわよ」

　本当の妃になるのはこの後だ。肩をすくめてみせると、レオンハルトは困ったように眦を下げる。

「そう言うな。今日まで、待ち焦がれたんだ」

　レオンハルトが手を差し出す。ミサは迷いなくその手を握りかえして、一歩を踏み出した。

　ミサはここで生きていく。

　愛する人と寄り添って、ずっと一緒に生きていく。







〈了〉
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